
 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 度 

事 業 計 画 

 

 

自 令和８年４月 １日 

至 令和９年３月３１日 

  



令 和 ８ 年 度 事 業 計 画 

 

 

 

 

 

第 １   公益目的事業      ・・・・・・・・・・・・   3ページ 

 

 

 

第 ２   法 人 会 計       ・・・・・・・・・・・・  86ページ 

 

 

 

参考資料 各施設の年度別患者見込数一覧    ・・・・・・・・・・・・  87ページ 



令和８年度事業計画  

 

第１ 公益目的事業 

 

１ 医学生及び卒業生のへき地医療研修活動の指導（公１－１） 

（１）自治医科大学在学生との連携 

ア 卒後ガイダンスへの参加 

イ 学園祭への協賛 

ウ 学生相談会の開催 

エ 卒業生と学生の交流の推進 

（２）各医科大学との連携事業 

ア 医学生の地域医療実習支援 

イ 医学生等に対する研修会の開催 

ウ 地域医療ネットワークの構築 

（３）自治医科大学卒業生との連携 

ア へき地医療功労者の表彰 

イ 髙久賞の授与 

 

２ へき地診療活動基準の研究及び確立（公１－２） 

（１）地域医療セミナーの開催 

（２）へき地診療所等の調査事業（へき地医療研究センター） 

  ア プライマリケア臨床研究ネットワーク 

  イ 郵便局を活用したオンライン診療ネットワーク 

 

３ 総合医の確立についての研究と研修会の開催及び総合医の養成（公１－３） 

（１）本部事業  

ア へき地・地域医療学会の開催 

 令和８年６月２７日（土）及び２８日（日）開催予定 

イ へき地医療に関する研究への助成 

（ア）研究助成賞及び研究奨励賞の授与 

（イ）国等の研究助成事業を活用した研究の促進 
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ウ 海外とのへき地医療、地域医療に関する研究と交流 

（ア）教員・指導医の国際交流 

（イ）海外講師招聘・講演会の開催 

（ウ）米国医科大学等への研修支援 

（エ）医学生海外研修の支援 

オレゴン健康科学大学 

エ 関係団体との交流 

  日本地域医療学会等との交流 

オ 医学生に対する奨学金貸与事業 

 （２）JADECOMアカデミーセンター 

    ア 臨床研修センター 

（ア）研修医及び指導医の確保・教育 

（イ）研修計画の立案、研修カリキュラム作成、教材開発 

（ウ）医学教育にかかわる研究 

（エ）再研修希望医師へのプログラム提供 

（オ）地域医療研修センターの運営 

（カ）JADECOM専攻医確保育成 

     イ ＮＰ・ＮＤＣ研修センター 

（ア）NDC研修事業 

（a）特定行為に係る看護師を育成 

 (b) 医師が作成する一定の手順書を元に診療の補助行為、２１区分３８行為の研修を履修 

する 

(c) 定員数 １５名 

 (d) 研修修了者に対する活動支援 

      （イ）ＮＰ研修事業 

(a) 総合内科・総合診療科（General Internal Medicine）に特化した診療看護師（ＮＰ） 

を育成 

                 (b) 各診療科を3か月ごとにローテーションして実習（2年目は地域研修を実施） 

    (c) 研修者数（２年制） １年目３名、２年目５名 

(d) 研修修了者に対する活動支援 

(e) NP養成課程（大学院）就学者に対する奨学金貸与 

ウ 薬剤師レジデントプログラム 

（ア）継続的な薬剤師確保と病院薬剤師の質の向上を図るための卒後１～３年の薬剤師を対象と 

する２年間の臨床研修 

（イ）定員数 １０名（東京ベイプログラム５名、奈良プログラム３名、東京北プログラム２名） 
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エ シミュレーションセンター 

（ア）教育研修事業の実施 

（a）ＰＴＬＳ講習会 

（b）ＩＣＬＳ/ＢＬＳ/ＩＣＬＳ指導者養成ＷＳ/ＪＭＥＣＣ講習会 

（c）ＡＴＯＭ講習会 

（d）ＡＬＳＯ/ＢＬＳＯ講習会 

（e）ＰＡＬＳ/ＰＥＡＲＳ講習会 

（f）セデーションコース 

（g）その他講習会 

      （イ）地域の医療従事者や住民への医療教育提供 

      （ウ）指導者の育成 

      （エ）地域の医療安全推進のための研修や原因分析 

      （オ）医療職の入職時研修、復職時研修、ステップアップ研修 

      （カ）新たな医療技術やシステムの導入時検証 

（キ）教材の作成及び発信 

    オ 総合診療産婦人科養成センター 

カ 地域医療支援センター 

（ア）へき地への医師等派遣事業 

へき地・離島等への代診・診療支援 

（イ）離島支援事業 

神津島等の島嶼支援 専門医の巡回診療、コメディカルの派遣等 

（ウ）医師確保・支援事業 

0医師確保困難施設への医師派遣の促進・調整 

 

４ 医療情報の提供（公１－４） 

（１）自治医科大学卒業生に対する図書館文献複写サービスの実施 

（２）地域医療振興協会ホームページの管理運営 

（３）医療情報文献サービスの提供 

（４）生涯教育センター 

    ア 医師等の生涯教育に資する情報提供の実施 

  イ 診療、進路、研究等に関する医師等からの各種相談窓口の開設 

 

５ 地域保健医療に関する研究会及び講習会の開催（公１－５） 

（１）教育研修事業の実施 

（２）沖縄心肺蘇生講習会 
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６ へき地に勤務する医師等の職業紹介及び派遣（公１－６） 

（１）無料職業紹介所の運営 

（２）へき地医療研究センター 

ア へき地医療情報ネットワークの運営 

    イ へき地診療所総覧の発行 

（３）北海道へき地医療支援センター 

    北海道地域における医師確保の支援等 

（４）岐阜へき地医療支援センター 

岐阜県等のへき地等への診療支援及び医学生等の研修事業の実施 

 （５）奈良へき地医療支援センター 

    総合医を目指す若手医師の実地研修、奈良地域における医師確保支援等 

（６）沖縄地域医療支援センター（ゆいまーるプロジェクト） 

    ア 沖縄県へき地医療支援機構運営事業受託 

医師確保支援、ドクターバンク、代診支援、離島・へき地医療情報提供等 

イ 沖縄県専門医巡回診療支援事業受託、離島巡回診療ヘリ等運営事業受託 

ウ  竹富町立黒島診療所及び竹富町立竹富診療所の事務支援、並びに公立久米島病院との連携 

（７）へき地への医師等派遣事業（再掲） 

へき地・離島等への代診・診療支援（再掲） 

（８）離島支援事業（再掲） 

神津島等の島嶼支援 専門医の巡回診療、コメディカルの派遣等（再掲） 

（９）医師確保・支援事業（再掲） 

医師確保困難施設への医師派遣の促進・調整（再掲） 

 

７ 会報・会誌の発行（公１－７） 

（１）月刊地域医学の編集・発行 

（２）地域医療関連書籍の出版 

 

 

８ へき地等に勤務する医師の確保等へき地等の医療を支援する病院等の開設及び運営管理の受託（公１－８） 

（１）JADECOM学術大会の開催 

（２）地域看護研究センター 

ア 地域看護に関する研究 

（ア）研修会の開催 

（イ）看護介護研究の推進 

（ウ）看護・介護職員の他施設との交流体験学習 
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イ 専門・認定看護師等育成の支援 

ウ 看護師等の確保と派遣 

（３）地域医療調査研究事業 

地方自治体の地域医療政策立案に関する調査研究 

（４）地域医療安全推進センター 

ア 医療安全管理体制構築・組織づくりに対する支援、及び情報収集・提供事業 

イ 医療安全教育・人材育成事業 

研修・講演 

ウ 研究開発事業 

医療安全管理・医療安全教育に関する調査・研究事業、医療安全教育方法等の開発 

エ 地域連携による医療安全ネットワークシステム構築事業 

医療安全管理者パートナーシップ支援事業、連携施設間の相互評価支援 

（５）施設の運営の質の確保及び運営の効率を図る事業 

ア 拠点病院等の開設準備及び調整 

イ 経営改善の実施 

    ウ 職員研修の実施 

    エ 広報活動の実施 

    オ 人事システムの運用 

    カ 給与システムの運用 

    キ 会計システムの運用 

    ク 情報システムの運用 

（ア）協会全体の情報システムの基盤強化と利用促進 

（イ）各種業務システムの構築と支援 

（ウ）電子カルテシステムの標準化 

（エ）情報共有基盤（ＭＳ３６５・ＭＯＳＳ等）の構築 

（オ）情報のセキュリティ対策 

（カ）ホームぺージ構築の技術支援 

（キ）情報システム研修会の実施 

（６）西日本事務局 

  施設の経営改善、職員研修、人材確保等について分担する。 
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９ 病院等運営事業（公１－８） 

１ 石岡第一病院（平成４年７月1日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数  １２６床 

            年間患者数 ３５,７７０人（一日平均 ９８．０人） 

            病床稼働率 ７７．７％ 

     イ 外 来  年間患者数 １２０,１３０人（一日平均 ４１０人） 

     ウ  介護保険 

         （ア）訪問看護        年間利用者数  ２，０４０人（一日平均 ６．９人） 

（イ）居宅療養管理指導   年間利用者数  ６０人（一日平均 ５．０人） 

（２）口腔外科業務 

     ア 入 院  年間患者数    ４３８人（一日平均 １．２人） 

     イ 外 来  年間患者数 ８，７９０人（一日平均  ３０人） 

（３）保険予防業務 

     ア 健診（一般、企業検診）   年間利用者数  １，１８０人 

        イ 人間ドック         年間利用者数    ３６９人 

     ウ 予防接種          年間利用者数  ７，７７０人 

      エ 乳児健診          年間利用者数    ２４９人 

（４）在宅介護支援センター 

   ア 訪問看護    年間相談件数 ２，１６０件（月平均１８０件） 

     イ ケアプラン  年間作成件数 ２，０４０件（月平均１７０件） 

ウ  訪問リハビリ  年間調査件数  ２，４２０件（月平均２０１件） 

（５）施設機器設備整備 

     ア 医療機器  一般撮影装置    （リース） 

自動精算機     （リース） 

温冷配膳車     （購入） 

イ 事務機器  印刷機       （購入） 

     ウ 施設設備  エコ給湯      （購入） 

             給排水設備     （購入） 

（６）へき地医療の支援に関すること 

へき地拠点病院運営等  

ア  へき地診療所等との連携・支援 

イ 医師の派遣及び医療技術員の支援 
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（７）研修に関すること 

     ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受入。 

     イ 新専門医制度における連携施設、内科・総合診療の受入。 

     ウ 医師・医学生等に地域における研修の場を提供。 

     エ 看護学生の実習受入。 

     オ 医療職（リハビリ、栄養士、臨床検査技師、歯科衛生士等）及び医療事務の実習受入。 

（８）奨学金の貸与 

     看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（９）その他特記事項 

ア 栄養指導・服薬指導の充実を図る。 

     イ 在宅医療の充実を図る。 

     ウ 外国人介護士の受入。 

     エ 経費削減に努める。 

オ 病院群輪番制の当番日に救急担当医を配置し、救急患者の受入体制を強化。 

 

 

２ 六合医療センター（六合診療所）（平成５年９月１日開設、中之条町から指定管理、令和５年９月１日

移転開院） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数   年間患者数  １，８５６人（一日平均 １０．２人） 

       イ  介護保険 

         （ア）訪問看護       年間利用者数  ９１人（一日平均 ０．５人） 

（イ）居宅療養管理指導    年間利用者数  ３６人（一日平均 ０．２人） 

     ウ 内視鏡研修 毎月第一火曜日 午前鈴木医師西吾妻福祉病院にて研修（午前休診） 

（２）歯科診療業務 

     外 来  年間患者数  ４，７６７人（一日平均 ２１．０人） 

  （３）施設機器設備整備 

     ア 医療機器  ベッドサイドモニタ  （行政対応） 

イ 事務機器  ノートパソコン ２台 （購入） 

（４）研修に係ること 

     医学生、看護学生等にへき地における医療研修の場の提供に努める。 
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（５）その他特記事項 

ア 在宅医療（訪問診療、訪問看護等）への取り組みに努める。 

イ 町と診療所運営について連携を図る。 

ウ 町保健事業（予防接種等）・学校医等への協力を図る。 

エ 地区内私立学校への学校医派遣。 

オ 月１～２回ミニデイを開催し地域住民との交流を図る。 

 

 

３ 西伊豆町安良里診療所（平成６年１月５日直営で開設、平成２７年３月１日西伊豆町から指定管理） 

（１）診療業務 

   ア 外 来  年間患者数 ２０，４４９人（一日平均 ８４．５人） 

     イ  介護保険  

       （ア）居宅療養管理指導   年間利用者数  ２９０人（一日平均 １．２人） 

（２）へき地医療の支援に関する事 

   神津島への耳鼻咽喉科外来の診療応援（年１回） 

（３）奨学金の貸与 

   看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（４）その他特記事項 

   ア 在宅医療の充実 

   イ 安良里在住の方に診療所への送迎バスを用意。 

     他地域の歩行困難の方、独居老人の方の送迎。 

 

 

４ 揖斐郡北西部地域医療センター（平成１０年４月１日開設、揖斐川町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間外来患者数 ５，３９２人（一日平均 ２２．１人） 

       イ  介護保険 

（ア）訪問看護           年間利用者数   ３４２人 （一日平均 １．４人） 

（イ）訪問リハビリ    年間利用者数  ４８８人 （一日平均 ２．０人）  

（ウ）居宅療養管理指導   年間利用者数  ６８３人  （一日平均 ２．８人） 

（２）介護老人保健施設業務（短期入所含む） 

     ア 入所   定員 ５９人   

年間入所者数２０，２５８人（一日平均 ５５.５人）  

ベッド利用率 ９４％ 
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     イ 通所リハビリ 定員３０人   

年間入所者数 ４，７５８人（一日平均 １９．５人）  

稼動率 ６５％ 

（３）居宅介護支援業務 

     ケアプラン年間作成件数 ８３２件（月平均６９．３件）予防含む 

（４）訪問介護業務 

     年間利用者数 １，４１５件（一日平均 ５．８人） 

（５）へき地医療の支援に関すること 

     ア 揖斐郡の北西部４地域における保健・福祉・医療施設との連携・支援及び周辺地域の代診の要 

望に対応する。 

     イ 町と連携し、揖斐川町における保健・福祉・医療施策等の支援・調整を行う。 

     ウ 町と山間部診療所のオンライン診療、移動診療車の導入を推進している。 

       移動診療車については、久瀬の日坂、小津地区にて開始する。 

（６）研修に関すること 

    ア 臨床研修協力施設 

臨床研修協力施設として研修医を受け入れる。 

     イ 研修生受け入れ 

医師、医学生、理学療法士（学生）、看護師、介護士等に、地域における研修の場を提供。 

（７）奨学金の貸与 

看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対する入学後奨学金貸与。 

（８）その他特記事項等 

     ア 機能強化在宅支援診療所として、２４時間体制にて診療を行う。 

     イ 訪問診療・在宅医療・ターミナルケア等の充実を図る。 

     ウ 在宅支援をより一層強化し、多職種連携を図り、在宅復帰に向けて取り組む。 

     エ 引き続き近隣協会施設であるいびがわ診療所、春日診療所、谷汲中央診療所と連携を図り効率 

的な地域医療に邁進するため、更なる訪問診療拡大に向けて対応中、また令和１１年度に移転 

予定の老健山びこの郷について揖斐川町と協議中である。 

オ 多職種学生及び現職者対象に、多職種連携研修会（ＩＰＥ研修会）を定期的に実施し、町内公 

民館で住民との交流会を行う。 

カ 地元学生に対しての職場体験、久瀬地区の祭りへの共同参加、町内各地区集会での講話等地域 

貢献に寄与している。 
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５ 東通村保健福祉センター（平成１１年２月１日開設、東通村から指定管理） 

（１）地域包括支援センター 

     ケアプラン    年間作成件数    ７２０件 （一月平均 ６０件） 

（内、総合事業プラン３０件） 

（２）居宅介護支援業務 

     ケアプラン    年間作成件数  １，８６０件 （一月平均 １５５件） 

                              （内、予防プラン５件、総合事業プラン３件） 

（３）通所介護業務        

     通所介護     年間利用者数   ７，４４０人（一日平均 ２４．０人） 

     予防・総合事業  年間利用者数   １，０８５人（一日平均  ３．５人） 

              営業日数 ３１０日 

（４）健康増進施設（温泉）年間利用者数 ４２，０００人（一日平均 １４０人） 

                          （うち有料入浴者４５人）  

             営業日数 ３００日 

（５）研修に関すること 

ア 研修医・研修生受け入れ 

イ 医師・学生等に、地域における研修の場を提供する 

（６）その他特記事項 

     ヘルスプロモーションカーを活用した包括ケアの実践 

  （７）健康増進事業 

     ピラティス・百歳体操を村民向けに地域集会所等にて行っている。 

  （８）地域交流 

     ひとみの里リレーマラソンを開催し、職員と地域住民の健康増進と交流を図っている。 

 

 

６ 白糠診療所（平成１１年２月１日開設、一部事務組合下北医療センターから指定管理） 

（１）診療業務 

     外 来  年間患者数 ３７６人（一日平均 ８人） 

（２）東通村保健福祉センター、老健のはなしょうぶ及び東通村診療所との連携 

     ア 職員（看護師等）相互派遣 

     イ 保健・医療・福祉施策の連携 

（３）研修医・研修生受け入れ 

     医師、医学生等に、地域における研修の場を提供する 
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７ 西伊豆町田子診療所（平成１１年５月１７日直営で開設、平成２７年３月１日西伊豆町から指定管理） 

  （１）診療業務 

  ア 外 来  年間患者数 １１，５２８人（一日平均 ４４．０人） 

        訪問診療 年間患者数    ５２８人（一日平均  ２．０人） 

イ 介護保険 

居宅療養管理指導 年間利用者数  ２７３人（一日平均 1．０人） 

訪問リハビリ   年間利用件数 ３９０人 

  （２）その他特記事項等 

ア 在宅医療・ターミナルケアの充実を図る。 

イ 健康・体操教室の充実を図る。 

ウ 地域ケアマネージャー等との連携を図る。 

エ 患者送迎サービスの充実を図る。 

オ 西伊豆町との指定管理期間を更新済（令和７年４月～） 

 

 

８ 公立丹南病院（平成１２年２月１日開設、公立丹南病院組合から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院   病床数       １７９床 

             年間患者数  ３９，４２０人（一日平均 １０８．０人） 

             病床稼働率    ６０．３％ 

     イ 外 来   年間患者数 １３６，７６０人（一日平均 ５１６．１人） 

             （人工透析、健康診断、予防接種、検診等を含む。） 

     ウ 人間ドック 年間利用者数  ４，６３０人（一日平均 １９．３人） 

     エ 特定健診  特定健診      ６４０人（一日平均  ２．７人） 

             動機付指導      ３４件 

             積極的指導      １６件 

  （２）通所リハビリテーションセンター 

             定員４５人 

             年間利用者数  ９，４０８人（一日平均 ３２．０人） 

             稼働率      ７１．１％ 

  （３）訪問リハビリテーションセンター（令和６年度事業開始） 

     年間利用者数    ２９２人（一日平均  １．０人） 

  （４）訪問看護ステーション 

     年間利用者数  ４，７０８人（一日平均 １６．１人） 
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  （５）居宅介護支援事業所 

     ア ケアプラン 年間作成件数  １，４１６件（一月平均 １１８．０件） 

     イ 認定調査  年間作成件数     ７２件（一月平均 ６．０件） 

  （６）へき地医療拠点病院 

     福井県内のへき地診療所等への診療支援業務 

  （７）臨床研修指定病院等研修関係 

     ア 協会施設における協力型臨床研修病院 

       （横須賀総合、伊東、東京北、奈良、県立志摩、東京ベイ） 

     イ 福井大学医学部附属病院、福井赤十字病院(内科)における協力型臨床研修病院 

     ウ 医学生、各医療系学生に地域における研修の場を提供 

  （８）奨学金の貸与 

     看護師、助産師並びに薬剤師確保のために奨学金の貸与を行う。 

  （９）施設等整備 

     ４Ｋ内視鏡手術装置、透析用水生成装置（病院組合取得予定分） 

     シリンジポンプ、輸液ポンプ ほか（当院取得予定分） 

 

 

９ 日光市民病院（平成１２年４月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

  ア 入 院  一般病床  

病床数   ５３床 

             年間患者数 １４，９６５人（一日平均 ４１．０人） 

             病床稼働率 ７７．４％ 

療養病床 

病床数   ４３床 

             年間患者数 １２，７７５人（一日平均 ３５．０人） 

             病床稼働率 ８１．４％ 

            感染症病床   

病床数    ４床 

             合計   １００床 

            年間患者数 ２７，７４０人（一日平均 ７６．０人） 

            病床稼働率 ７６．０％ 

     イ 外 来  年間患者数 ３２，１２０人（一日平均 １１０．０人） 

     ウ 介護保険 訪問リハビリ 
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（２）へき地医療の支援に関すること 

へき地拠点病院運営等 

ア 巡回診療の実施（奥日光湯元地区及び滝が原地区） 

イ 奥日光診療所、小来川診療所との連携・支援 

ウ 奥日光診療所、小来川診療所への医師の派遣及び看護師、事務員の支援 

エ 栗山村診療所、湯西川診療所への医師派遣 

（３）施設機器設備整備  

     ボイラー、空調機更新 

（４）研修に関すること 

ア 研修医・研修生受け入れ 

イ 医師・医学生、看護学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（５）奨学金の貸与 

看護師、薬剤師、介護福祉士確保のため、看護学校等入学希望者に対し入学後の奨学金の貸与を行

う。 

（６）協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設） 

   協会施設（東京北、東京ベイ、伊東、うわまち、奈良、大村、練馬光が丘）、及び自治医科大学附属

病院における協力型臨床研修病院 

（７）強化項目 

     医師確保対策（内科）、看護師・介護福祉士確保 

（８）その他特記事項 

 健康診断・人間ドック（国保人間ドック・脳ドック）の患者増を図る。 

 

 

１０ 磐梯町保健医療福祉センター（平成１２年４月１日開設、磐梯町から指定管理） 

（１）診療所業務（外来稼働日数２６８日） 

ア 入 院    病床数  １９床 

年間患者数    ５，８４０人（一日平均 １６．０人） 

病床稼働率     ８４．２％ 

イ 外 来    年間患者数     １５．０人（一日平均 ５６．０人） 

ウ 往 診    年間件数        ３６件（一月平均   ３.０件） 

エ 訪問診療   年間件数       １８０件（一月平均 １５．０件） 

オ  人間ドック  年間利用者数（一泊）   ３人 

（日帰り） １５人 

カ 施設検診   年間利用者数      ４００人 
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キ 介護保険 

（ア）訪問看護      年間件数  １４４件（一月平均 １２．０件） 

（イ）訪問リハビリ    年間件数  ２１３件（一月平均 １７．８件） 

（２）歯科業務（稼働日数２６８日） 

外 来    年間患者数  ３，９９０人（一日平均  １５．０人） 

（３）地域包括支援センター・介護予防支援業務 

（稼働日数２９２日） 

ア 各種相談      年間相談件数    ７２０件（一月平均 ６０．０件） 

イ 介護予防ケアプラン 年間作成件数    ６００件（一月平均 ５０．０件） 

（４）居宅介護支援業務（介護予防を含む）（稼働日数２９２日） 

ア ケアプラン     年間作成件数    ７８０件（一月平均  ６５．０件） 

（うち介護予防分 ６０件） 

イ 認定調査      年間調査件数     ２４件（一月平均 ２．０件） 

（５）各種介護業務 

通所介護     （定 員３０人）（稼働日数 ３０８日）稼動率  ７３．３％ 

年間利用者数  ６，７５４人（一日平均２２．０人） 

（６）老人保健施設業務 

定 員  １００人（短期入所を含む）（稼働日数 ３６５日） 

ア 入 所    年間入所者数  ３２，１２０人（一日平均 ８８．０人） 

イ 短 期    年間入所者数   ２，５５０人（一日平均  ７．０人） 

ベッド利用率  ９５．０％（一般入所・短期入所合算） 

ウ 通所リハビリテーション（定 員２０人・介護予防を含む）稼動率  ８０．０％ 

（稼働日数 ２５７日） 

年間利用者数   ４，０８０人（一日平均 １６．０人） 

エ 認定調査   年間調査件数    なし 

オ 意見書作成  年間作成件数  ５０件 

（７）施設機器設備整備 

ア  歯科診療用チェア ２台（行政対応） 

イ エレベーター入替 ４基（老健２基、医療センター２基） 

（８）研修に関すること 

ア 臨床研修協力施設として研修医の受け入れ（ジュニア及びシニアレジデントの育成） 

イ 医学生、看護学生、医療技術職学生等の研修及び実習の受け入れ 
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（９）診療支援に関すること 

ア 県立知的障害者（児）更生施設の内科診療に係る医師の定期派遣 

イ 特別養護老人ホームの嘱託医受託による医師の定期派遣 

ウ 近隣企業の産業医及び従業員の健康診断受入 

（１０）その他特記事項等 

ア 在宅医療に関する地域住民への啓蒙と体制の充実化を図る 

イ 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る  

ウ 各種サービス（医療・介護）の現状や住民のニーズを常に把握し、それに伴った規模 

の再考、人員配置の適正化と効率的な配置を常時検討し、状況に応じて事業転換や統 

廃合も検討・実施する 

     エ 組織体制の強化、それに見合った役職者の獲得及び育成を推進する 

     オ 計画的な人材確保（現職者の年齢等考慮し、後進へのスムーズな移行） 

 

 

１１ 東通村診療所（平成１２年４月１日開設、一部事務組合下北医療センターから指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数 １９床（一般） 

            年間患者数   ３，５７７人（一日平均９.８人） 

                    病床稼働率     ５５．１％ 

     イ 外 来  年間患者数   １７，７５１人（一日平均６１人） 

     ウ 健康診断 年間利用者数   １，７５０人 

     エ 介護保険 居宅療養管理指導 年間件数 ６４０件 （一月平均５３．３件） 

                訪問看護 年間件数 ４００件 （一月平均３３．３件） 

  （２）東通村保健福祉センター、老健のはなしょうぶ、白糠診療所及び六ヶ所村医療センターとの連携及

び支援 

     ア 看護師等相互派遣 

     イ 保健・医療・福祉施策の連携 

（３）在宅医療の充実 

（４）産業保健、被曝医療への取り組み 

（５）協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医の受け入れ 

（６）外部研修医・研修生受け入れ 

外部医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する 

（７）その他特記事項等 

ヘルスプロモーションカーを活用した包括ケアの実践 
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１２ 奥日光診療所（平成１２年５月１日開設、日光市から指定管理） 

（１）診療業務 

     外 来  年間患者数 ２，６５５人（一日平均８．５人） 

（２）施設機器設備整備  

     レントゲン、心電図、超音波診断装置、内視鏡 （行政対応） 

（３）日光市民病院との連携 

     ア 職員（看護師等）相互派遣 

     イ 医療の連携 

 

 

１３ 伊東市民病院（平成１３年３月１日開設、伊東市から指定管理） 

（１）診療業務     

     ア 入 院  稼働病床数１８６床 （承認病床数２５０床） 

            年間患者数 ６３，５１０人（一日平均 １７５.０人） 

            病床稼働率 ９４．１％ 

 

    （一般急性期病棟） ８６床 年間患者数 ２９，９３０人（一日平均 ８２．０人） 

                  病床稼働率   ９５.３％ 

    （地域包括医療病棟）５０床 年間患者数 １７，１５５人（一日平均 ４７．０人）  

                  病床稼働率   ９４．０％ 

    （ＨＣＵ病棟）    ８床 年間患者数  ２，１９０人（一日平均  ６．０人） 

                  病床稼働率   ７５．０％ 

    （回復期リハ病棟） ４２床 年間患者数 １４，６００人（一日平均 ４０．０人） 

病床稼働率   ９５．２％ 

イ 外 来  年間患者数  ９８，４００人（一日平均 ４１０．０人） 

                             （診療実日数 ２４０日） 

（３）保健予防活動 

ア 健康診断      年間利用者数 ６，５００件  

イ 予防接種      年間利用者数   ９５０件 

ウ 人間ドック     年間利用者数     ７５０件 

エ 新生児健康診断   年間算定件数   １１０件 

オ 特定健康診断    年間利用者数   １００件 

カ 特定保健指導    年間利用者数   ４００件 

キ 妊婦保健指導    年間算定件数   ７００件 
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（４）へき地医療に関すること 

     ア へき地診療所等との連携・支援 

イ  医師の派遣及び医療技術員の支援 

（５）研修に関すること 

ア 基幹型臨床研修病院として初期研修医を受け入れる 

ジュニアレジデント１３名（１年目６名、２年目７名） 

     イ 専攻医の積極的な受け入れ 

     シニアレジデント ６名  

ウ 特定ケア看護師（ＮＤＣ）の育成 

エ 薬剤師レジデント制度の円滑な運用 

（６）施設機器設備整備 

   ア 医療機器 

       ・手術用ベッドサイドモニター   

       ・コンピュータ断層撮影装置（CT） 

  ・カラーコピー機２台 

（７）奨学金等の貸与 

     看護師、助産師、薬剤師確保のため、希望する者に対し入学後の奨学金を貸与する。 

（８）強化項目 

     ア 中核病院としての機能の維持・強化（救急、循環器疾患、脳梗塞等） 

     イ 病床機能ごとの効率的な運用（HCU、一般急性期、地域包括医療、回復期リハ） 

ウ 周産期医療の継続 

     エ 人材確保対策（医師、薬剤師、看護師、助産師、看護助手） 

     オ 認知症疾患医療センターの継続 

カ 健診センター業務（人間ドック、企業健診）の拡充 

     キ 栄養指導・服薬指導等の拡大 

（９）支出削減に向けた取り組み 

     ア 業務の効率化、IT化の推進による適正な人員配置、時間外勤務の削減 

イ 保守料、業務委託契約の見直し  

ウ 在庫管理の強化（適正配置、期限切れの削減） 

     エ 節電対策の強化 
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（１０）その他の特記事項 

ア 医師の働き方改革への対応の継続 

イ 医療安全管理体制の強化 

ウ 教育・研修の充実 

エ チーム医療の推進 

オ 医療DXへの対応 

カ 地域交流の推進（情報発信、公開講座、出前講座） 

キ ７疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、喘息、肝炎、精神疾患）５事業（救急医療、 

災害医療、へき地医療、周産期医療、小児医療）への取り組み 

ク 伊豆ジャデコム会議の継続・活用 

ケ 無料低額制度の継続 

コ 病院のイメージアップ作戦の展開 

 

 

１４ 揖斐川町春日診療所（平成１３年７月１日開設、揖斐川町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 年間患者数  ４，３８０人（一日平均 ２０．０人） 

イ 介護保険  

（ア）訪問看護     年間利用者数 １７６人（一日平均 ０．８人） 

（イ）居宅療養管理指導 年間利用者数 ４６０人（一日平均 ２．１人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断 年間受診者数 １７７件  

     イ 予防接種 年間接種者数 ４０９件  

     ウ その他  近隣中学校、事業所の健康管理等の委託 

（３）へき地医療の支援に関すること 

ア いびがわ診療所、揖斐郡北西部地域医療センター、谷汲中央診療所と連携し、地域の診療所の

支援及び周辺地域の代診の要望に対応する。 

イ 町と連携し、春日地区における医療、保健、福祉施策等との連携と支援を行う 

エ 町から移動診療車の支援を受け、医療資源の乏しい過疎地において巡回診療を実施する。 

（４）研修生受け入れ 

医学生等に地域における研修の場を提供する。 

（５）保健指導 

     町と連携し住民の保健指導を行う。 

（６）その他特記事項等 

     機能強化在宅支援診療所として、２４時間体制にて診療を行う。 
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１５ 西吾妻福祉病院（平成１４年２月１日開設、西吾妻福祉病院組合から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院   病床数 ７４床（うち一般病棟３７床、地域包括ケア病棟３７床） 

             年間患者数   １９，１６３人（一日平均 ５２．５人） 

             病床稼働率     ７１．０％ 

     イ 外 来   年間患者数   ２７，７４０人（一日平均 ９５．０人） 

     ウ 予防接種  年間利用者数   ３，６００人 

     エ 健康診断  年間利用者数     ３６０人 

     オ 人間ドック 年間利用者数      ９６人 

     カ 介護保険 

      （ア）通所リハビリ（定員３５名） 年間利用者数６，１９３人（一日平均 ２１．５人） 

      （イ）訪問リハビリ        年間利用者数４，３５２人（一日平均 １７．０人） 

      （ウ）訪問看護ステーション 

看護   年間利用者数３，８８５人（一日平均 １５．０人） 

リハ   年間利用者数２，０７２人（一日平均  ８．０人） 

      （エ）居宅介護支援   ケアプラン   年間作成件数３９６件（月平均 ３３．０件） 

（２）へき地拠点病院運営等  

へき地診療所等との連携・支援 

（３）研修医・研修生受け入れ 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

イ 医師、医学生、看護学生、コメディカル等に地域における研修の場を提供する。 

（４）奨学金の貸与及び早期返済支援 

     薬剤師・看護師確保のため、資格を得ようとする者に対し、奨学金の貸与を行う。 

     また、薬剤師の資格を得た者に対し、奨学金の早期返済支援を行う。 

（５）施設機器設備整備  

     ア 医療機器   

（ア）画像ファイリングシステムサーバ機材更新    （行政対応） 

（イ）文書管理・共有ファイルサーバー機材更新       （行政対応） 

（ウ）全自動総合血液学分析装置             （行政対応） 

イ 施設設備等 

（ア）駐車場増設工事                  （行政対応） 

（イ）厨房改修工事                   （行政対応） 

（ウ）サーバー室 空調機更新作業             （行政対応） 
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（６）その他特記事項  

ア 医師、薬剤師の確保を図る 

イ 服薬指導、栄養指導の充実を図る 

ウ 在宅医療の充実を図る 

 

 

１６ 介護老人保健施設にっこう（平成１４年４月１日開設、直営） 

（１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所   定員 ４５人 

年間入所者数 １５，６９５人（一日平均 ４３．０人）  

ベッド利用率 ９５．６％ 

     イ 短期入所 定員 ５人 

            年間入所者数  １，２７８人（一日平均 ３．５人） 

            ベッド利用率 ７０．０％ 

     ウ 通所リハビリ 定員 ２０人 

年間利用者数  ４，１３１人（一日平均 １６．５人）  

利用率 ８２．５％ 

（２）その他特記事項 

ア 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る。 

イ 在宅復帰率を高める。 

 

 

１７ 横須賀市立総合医療センター（令和 7年2月28日まで横須賀市立うわまち病院） 

（平成14年7月1日開設、横須賀市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数    ４５０床（一般４０３、回リハ４１、感染６） 

年間患者数  １２４，９４０人（一日平均３４２．３人） 

            病床稼働率  ８０．２％  

イ 外 来  年間患者数  １７８，７０４人（一日平均６１２．０人） 
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（２）施設機器設備整備 

【医療機器】 

１ 高気圧酸素治療装置 ７ 乳房撮影装置用サーバー 

2 超音波内視鏡装置 ８ バッテリー式骨手術装置 

3 多用途透析監視用装置 ９ 脊椎手術用開創器 

４ スケールベッド 10 視力検査装置 

５ 電動ベッド 11 読影用モニタ 

６ 神経刺激装置 12 輸液ポンプ 

 

（３）へき地医療の支援に関すること 

      へき地の医療機関を支援する。 

（４）研修に関すること 

ア 臨床研修センターの運営 

初期臨床研修医   １６名 

専攻医       １０名 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師、医学生、看護師、看護学生等に地域における研修の場を提供する。 

（５）奨学金の貸与 

     看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

医師確保のために奨学金貸与を行う。 

（６）その他特記事項 

 横須賀市立総合医療センター移転後の中長期収支計画においては、移転後６年目までは久里浜地域 

での診療連携等を深めたうえで集患には時間を要することや、新たに更新した電子カルテ等の減価 

償却費や昨今の物価高、人件費増、水道光熱費等の経費増加により、大幅な赤字を見込んでいた。 

移転初年度である令和７年度は、管理者を筆頭に各診療科部長等による診療所や近隣医療機関への 

あいさつ回りを実施する等、新たな地域における積極的な集患対策等を行ったこと、移転開院とい 

う負荷の高い状況下にもかかわらず職員が集患・受け入れを積極的に行ったこと等から、当初の見 

込みよりも入院、外来共に想定を上回る診療実績の見込みであり、当初の収支計画より大幅な改善 

が図られている。この取り組みを継続し、安定した病院経営を目指す。 
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１８ 湯沢町保健医療センター（平成１４年８月２１日開設、湯沢町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院   病床数  ４０床  ７，４５０人（一日平均 ２０．４人） 

             病床稼働率      ５１．１％ 

イ 外 来   医科年間延患者数 ３３，９００人（一日平均  １１６.５人） 

             歯科年間延患者数  ８，６９０人（一日平均  ３４．２人） 

     ウ 医療保険  訪問看護  年間利用者延数       ２０件 

             訪問診療  年間利用者延数      ２３０件 

エ 介護保険  介護医療院 入所患者延数（定員４０人） 

１２，４１０人（一日平均  ３４．０人） 

        利用率   ８５．０％ 

訪問リハビリテーション   年間利用者延数   ５５０件 

     オ 保健予防活動 健康診断     年間利用者数      １，８００人 

予防接種     年間利用者数      ５，７９０人 

人間ドック    年間利用者数        ９５０人 

              特定健診     年間利用者数        ４７０人 

              特定保健指導   年間利用者数        ２７０人 

（２）施設機器設備整備 （全て行政対応） 

     ア 医療機器等 生化学自動分析装置、尿定性検査機器、便潜血分析装置、歯科ユニット、セント 

ラルモニタ・医用テレメータ送信機器一式、除細動器、試薬冷蔵庫、他 

イ 事務機器  オンライン予約システム、AI問診システム、電子処方箋、他 

ウ 施設設備  誘導灯器具更新、便座ウオシュレット更新、オートクレープ更新、施設設備中 

       長期計画に基づく整備、他 

（３）へき地医療の支援に関すること 

      今泉記念館ゆきあかり診療所をはじめ、へき地・離島等への医師派遣、代診支援を行う。 

（４）研修に関すること 

     ア 協力型臨床研修病院として、初期研修医の受入れ。 

     イ 地域医療型後期研修プログラム病院として、専攻医の受入れ。 

ウ 医学生、看護学生、救急救命士、医療技術職等及び近隣中高校生等の見学、実習受入れ。 

（５）奨学金の貸与 

     看護師確保の為、看護学生に看護奨学金の貸与。 

  （６）児童のための社会福祉事業 

     病児・病後児保育事業運営の継続。（湯沢町との契約） 
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（７）その他特記事項 

     ア 近隣医療機関、介護福祉施設等との連携強化 

     イ 在宅支援病院として在宅医療の充実 

     ウ 今泉記念館ゆきあかり診療所との連携強化 

     エ 院内託児室、運営の継続 

     オ 施設設備中長期計画の遂行 

     カ 職員確保と若年層の採用、育成、幹部候補職員の育成と教育 

     キ 令和８年度から５年間、指定管理更新 

 

 

１９ 加賀地域医療支援センター（山中温泉医療センター跡地に平成２８年４月１日診療所開設、開設者加賀

市と指定管理の契約、令和８年４月１日福祉事業を除き加賀市へ事業移管） 

（１）福祉事業 

     児童発達支援センターこのゆびとーまれ山中（開設者 地域医療振興協会） 

加賀市唯一の児童発達支援センターとして利用者登録は３０人を見込む。通所施設として医療的ケ 

ア児の受け入れ、放課後等児童デイサービス、保育所訪問事業等を行う。非常勤看護師が就業した 

ことにより未就学児受入要望に応える。加賀市への事業移管を予定していたが、調整不調につき令 

和8年7月末まで事業継続。 

（２）その他特記事項 

     ア 診療所の指定管理期間到来（令和7年度末）に伴い、山中温泉ぬくもり診療所については、加 

賀市ヘ事業移管。 

イ 自主事業の児童発達支援センターは加賀市との調整不調の為、4ヶ月事業継続する。 

 

 

２０ 東通村介護老人保健施設のはなしょうぶ（平成１５年４月１日開設、東通村から指定管理） 

（１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所   定員 ５４人（内短期入所 ５人） 

            年間入所者数 １７，７０３人（一日平均 ５２人） 

            ベッド利用率 ９６．０％（入所＝４７．０人 短期入所＝５人） 

            ※令和８年４月、定員５０床から５４床へ増床予定（長期４９床、短期５床） 

     イ 通所リハビリテーション  定員２５人 

年間通所者数  ６，６６５人（一日平均 ２１．５人） 

営業日数    ３１０日 

     ウ 訪問リハビリテーション 

            年間利用者数  ６２４人（一月平均  ５２．０人） 
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２１ 公設宮代福祉医療センター（平成１５年１０月１日開設、宮代町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院   病床数  １９床 

             年間患者数 ０人（一日平均 ０人） 

             病床稼働率 ０％ 

     イ 外 来   年間患者数 ３１，２４４人（一日平均 １０７人） 

（２）老人保健施設業務 

     ア 入所     定員 ８０人 

２６，４２６人（一日平均 ７２．４人）ベッド利用率９０．５％ 

     イ 通所リハビリ 定員 ５０人   

年間利用者数 ６，１３２人（一日平均 ２１人） 稼動率４２％ 

（３）介護保険訪問業務 

訪問リハビリ 年間利用者数 １，２３４人（一日平均 ５．１人） 

（４）在宅介護支援センター・居宅介護支援業務 

ケアプラン  年間作成件数 ４５０件（月平均３７．５件） 

（５）施設機器設備整備 

  外壁等大規模修繕（行政対応） 

（６）へき地医療の支援に関すること 

ア へき地等への医師派遣・代診を行う 

イ へき地等への職員等の派遣を行う。 

（７）研修に関すること 

実習生受け入れ 

状況によりリハビリ学生、介護学生、大学生教職課程の介護実習として、地域における研修の場を 

提供する。 

 

 

２２ 市立恵那病院（平成１５年１２月１日開設、恵那市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入   院  病床数   １６１床  

              年間患者数 ４１，６１０人（一日平均 １１４．０人） 

              病床稼働率 ５７．３％ 

     イ 外   来  年間患者数 ６８，６８５人（一日平均 ２８５．０人） 

     ウ 健   診  年間利用数  ３，９６０人（一日平均  １６．４人） 

     エ 人間ドック  年間利用数    ７３２人（一日平均   ３．０人） 

（２）通所リハビリ業務  定員 ４０人  稼動率 ５３．３％ 

年間利用数 ５，１２２人（一日平均  ２１．３人） 
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（３）訪問看護業務 

             年間利用数 ８，４３５人（一日平均  ３５．０人） 

  （４）院内保育業務 

               定員 ２３人  稼働日数 ２６５日 

               年間利用数 ４，５１５人（一日平均  １７．０人） 

（５）施設機器設備整備 （行政対応） 

     ア スチームコンベクションオーブン     １式 

イ  セントラスモニタ            １式 

ウ 手動式除細動器             １式 

エ 全自動錠剤分包機           １式 

オ 汎用超音波画像診断装置        １式 

カ 治療用電気手術器           １式 

キ 眼科用電動患者椅子          １式 

（６）へき地医療の支援に関すること 

    ア へき地診療所等との連携・支援 

     山岡診療所への診療支援をする。 

   イ 医師及び看護師及び医療技術員の派遣 

     山岡診療所の医師不在時に医師、看護師を派遣する。 

     老健ひまわりへ医師、看護師、介護福祉士、理学（作業）療法士を派遣する。 

     津保川診療所の医師不在時に医師を派遣する。 

   （７）研修に関すること 

ア 専門研修基幹病院として研修医を受け入れる。 

  プログラム名： 中山道恵那総合診療地域包括医療研修プログラム 

  連携施設：中濃厚生病院、国保坂下診療所、飛騨市民病院、恵那市国保山岡診療所 

恵那市国保岩村診療所、恵那市国保上矢作病院、シティ・タワー診療所など 

２０医療機関 

イ 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

基幹病院：岐阜大学医学部付属病院、岐阜県総合医療センター、名古屋徳洲会総合病院 

岐阜県立多治見病院、愛知医科大学病院、多治見市民病院 

横須賀市立うわまち病院、練馬光が丘病院、台東区立台東病院など２２医療機関 

ウ 学生等に、地域における研修の場を提供する。 

岐阜大学（医師）、愛知医科大学（医師）、自治医科大学（医師）、筑波大学（医師） 

下呂看護専門学校（看護師）、中京学院大学（看護師）、東名古屋病院付属リハビリテー 

ション学院（ＰＴ）、藤田医科大学（ＯＴ）など１５医療機関等 
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（８）奨学金の貸与 

ア 看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

イ 薬剤師確保のため、薬学部入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（９）その他特記事項等 

   ア 振興感染症対策の継続 

イ 地域包括ケアの充実 

ウ 医師確保対策の強化 

エ 開業医への逆紹介推進による勤務医負担軽減 

オ 透析、外来化学療法、周産期医療、訪問看護の充実 

カ 認定看護師の配置（感染管理・がん性疼痛・がん化学療法・糖尿病・認知症・摂食嚥下・皮 

膚排泄ケア・訪問看護） 

キ 診療の効率化及びＤＰＣ効果の向上（診療情報管理機能の充実） 

ク 広報活動及び地域連携の活性化に伴う紹介患者の増加及び開放病床の利用拡大 

ケ 専門外来の積極的な展開（物忘れ外来・禁煙外来・ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ外来・乳腺外来・助産師外来） 

コ パパママ学級等の恵那市事業参加の継続 

サ 透析部門の患者数拡大及び糖尿病透析予防・慢性腎臓病療養指導管理料の件数増 

シ 健康管理センター特定保健指導件数の増 

ス 週休二日制導入（土曜診療の休診・働き方改革の推進） 

セ 内科タブレット問診の導入 

ソ 病棟夜勤２名体制へ変更 

タ 電力会社、エレベーター保守業者を変更し経費削減を図る。 

 

 

２３ 東京北医療センター介護老人保健施設さくらの杜（平成１６年１月開設、平成２６年３月１０日独立行

政法人年金・健康保険福祉施設整理機構から譲渡され、直営となり名称変更） 

（１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所 定員 ９７人 

年間利用者数 ３３，７９９人（一日平均９２．６人）ベッド利用率９５．５％ 

       短期 定員 ３人 

年間利用者数 ８７６人（一日平均２．４人） ベッド利用率８０．０％ 

     イ 通所リハビリ 定員 ６０人 

年間利用者数 ９，２４０人（一日平均３０．０人） 稼動率５０．０％ 

  （２）居宅介護支援業務 

     ケアプラン 年間作成件数 ５５０件（一月平均 ４５．８件） 

（３）施設機器設備整備 

通所送迎車両更新 
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  （４）研修に関すること 

     ア 医師・医学生等への研修の場を提供 

     イ 看護学生、理学・作業療法学生、介護学生・ヘルパー実習生の受け入れ 

（５）その他特記事項 

     ア 地域包括ケアシステムの中で在宅復帰を推進し超強化型施設を維持する。 

     イ システム導入等、働きやすい職場環境を整備し、看護師、介護福祉士、理学・作業療法士を 

確保する。 

     ウ 近隣の医療機関、居宅介護支援事業所等との連携強化に努める。 

     エ 地域活動に積極的に参加し、地域の福祉力向上に貢献する。 

 

 

２４ 東京北医療センター（平成１６年１月開設、平成２６年３月１０日独立行政法人年金・健康保険福祉施

設整理機構から譲渡され、直営となり名称変更） 

（１）診療業務 

ア 入 院  病床数   ３５１床 

             年間患者数 １１２，７４９人（一日平均 ３０８．９人） 

             病床稼働率 ８８．０％ 

イ 外 来  年間患者数 ２１５，１７５人（一日平均 ７３６．９人） 

ウ  介護保険 

エ 健康管理センター 

（ア）協会健保健診  年間利用者数  ５，１５０人（一日平均 １７．６人） 

（イ）人間ドック 年間利用者数  １，５８４人（一日平均  ５．４人） 

（ウ）特定健診 年間利用者数 １，６３０人（一日平均  ５．６人） 

（エ）特定保健指導 年間利用者数   ７２０人（一日平均  ２．５人） 

（オ）乳がん検診 年間利用者数    ４１０人（一日平均  １．４人） 

（２）施設機器設備整備 

各種検査機器更新（リース） 

各科手術機械・器具更新（ 購入 ） 

（３）へき地医療の支援に関すること 

ア へき地等への医師、看護師、薬剤師及び医療技術員の支援派遣 

イ  遠隔画像診断 

ウ へき地離島等の妊婦等受入 
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（４）研修に関すること 

ア 臨床研修センターの運営 

         初期研修医 １９名 

専攻医   ３１名 

（内訳：総合診療科 ２２名、内科 ３名、小児科 ２名、外科 ４名) 

専従指導医  １名 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

看護、リハビリ、薬剤、栄養、事務等の学生に実習の場を提供する。 

ウ 医師再研修の受入 

   へき地診療所、へき地中核病院等への就職を希望する医師に対して、へき地において 

必要な総合的な医療知識・医療技術を身につける研修の場を提供する。 

（５）奨学金等の貸与 

ア 看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

イ 認定看護師等養成のため、休職する看護師に対し支援金の貸与を行う。 

（６）地域との連携 

      ア 地域医療支援病院（平成３０年８月３０日東京都知事承認） 

イ    同     運営連絡協議会の開催 

      ウ 地域連携の会の開催 

      エ 北区医師会北区在宅療養患者・高齢者搬送支援事業 

『北区在宅医療サポート搬送入院システム』の取扱い数増加 

      オ 公開講座、症例検討会の開催 

      カ 北区が実施する乳児、三歳児健診及び女性の健康相談への医師派遣 

      キ 災害拠点病院としての、区役所、医師会及び地域消防、自治会、関係団体等々との災害訓練 

の実施 

       ク 北区委託事業の病児病後児保育事業 

      ケ   同   の産後ケア事業 

      コ DMAT研修 

９月５・６日に、政府の総合防災訓練における大規模地震時医療活動訓練に参加。日 

本海溝・千島海溝周辺海溝型地震発生による北海道、青森県、岩手県、宮城県を被災 

地と想定して災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の参集、活動、医療搬送等の図上・実 

動訓練にて、東北自動車道岩手山SA下り集合。活動拠点本部の青森県八戸市YSアリーナ八 

戸にて訓練に参加。 
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(７) その他 

ア 診療連携強化（紹介・逆紹介率の向上） 

イ 地域の医療者への講習研修の実施 

ウ 臨床研究への取り組み強化 

エ ＤＭＡＴ隊員の養成 

オ 治験 

カ 放射線治療部門等新棟建設・運営開始 

キ ＳＤＧsへの取り組み 

ク Let’ｓ SE-TSU-DENの取り組み（節電対策） 

ケ 和痛(無痛)分娩実施 

 

 

２５ 市立奈良病院（平成１６年１２月１日開設、奈良市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数        ３２０床 

            年間患者数  １０１，８３５人（一日平均 ２７９．０人） 

            病床稼働率     ８７．２％ 

イ 外 来  年間患者数  １７９，０３２人（一日平均 ７３９．８人） 

（２）施設機器設備整備  

     脳アンギオ、検査機器、患者支援センター集約化改修工事等 

（３）へき地医療の支援に関すること 

ア へき地拠点病院運営等  

（ア）へき地診療所等との連携・支援 

奈良市立柳生診療所、奈良市立田原診療所、奈良市立月ヶ瀬診療所、奈良市立都祁診療 

所、明日香村国民健康保険診療所、奈良市立興東診療所の支援（診療・事務等） 

（イ）医師の派遣及び医療技術員の支援 

イ へき地等への医師派遣 奈良県内のへき地診療所への代診医派遣 

（ア）代診医派遣 

（４）研修に関すること 

臨床研修センターの運営 

ア 初期研修医 １７名（うち、J１:９名、Ｊ２:８名） 

イ 専攻医   ２１名 

呼吸器内科 １名、腎臓内科 １名、循環器内科 ２名、消化器内科 ４名、 

乳腺外科 １名、四肢外傷 １名、形成外科 １名、小児科 １名、 

眼科 １名、麻酔科 １名、総合診療科 ７名 
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（５）奈良市立看護専門学校の運営 

    ア ３年制の看護専門学校とし、１学年４０人で平成２５年４月１日に開校 

     イ 奈良市から委託を受けて教務部門等の運営を行う。 

     ウ 主たる実習施設として協力する。 

     エ 校舎は当協会で建設し奈良市に無償貸与している。 

    オ 備品、教材等については当協会が購入し、奈良市へ提供している。 

（６）奨学金の貸与 

看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（７）その他特記事項 

診療機能の強化 

ア 医師及び看護師等の増員 

イ 地域医療連携の推進 

ウ ドクターカー運用の充実 

エ 地域がん診療拠点病院としての機能強化 

オ 災害拠点病院としての機能強化 

カ エイズ診療の充実 

キ 病児病後児保育 

 

 

２６ 公立黒川病院（平成１７年４月１日開設、黒川地域行政事務組合から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 入 院  病床数   １７０床 

             年間患者数 ４６，４６１人（一日平均 １２７．３人） 

             病床稼働率 ７４．９％ 

イ 外 来  年間患者数 ５３，１７３人（一日平均 １８１．５人） 

ウ  介護保険 

（ア）訪問看護  

年間利用者数  ４，３７５人（一日平均 １４．９人） 

（イ）訪問リハビリテーション 

年間利用者数  ４，３７４人（一日平均 １８．１人） 

（ウ）通所リハビリテーション 

    休止中 
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（２）施設機器設備整備  

ア 医療機器 

・上部内視鏡スコープ [行政対応] 

・下部内視鏡スコープ [行政対応] 

・ベッド及びマットレス[行政対応] 

・無影灯 [行政対応] 

・スリットランプ/スマートテーブル [行政対応] 

・オートレフケラト/トノ/パキメータ [行政対応] 

・オートレンズメーター [行政対応] 

・調剤支援システム [行政対応] 

イ 施設設備 

・冷凍機 [行政対応] 

   ・外調機 [行政対応] 

   ・発電機回路 [行政対応] 

   ・エレベータ防火スクリーン改修工事 [行政対応] 

   ・高圧電気設備更新 [行政対応] 

  ・パッケージエアコン [行政対応] 

（３）へき地医療の支援に関すること 

宮城県へき地医療拠点病院として、へき地診療所である七ヶ宿診療所等への診療支援の実施 

（４）研修に関すること 

ア 初期研修医、後期研修医の地域医療研修受け入れ 

   病院総合診療医研修施設 

イ 医学生の学生実習の受入れ 

医学生に、地域における研修の場を提供 

      ウ 看護学生の学生実習の受入れ 

看護学生に、地域における研修の場を提供 

      エ 医療職学生（リハビリ、栄養学生等）の受入れ 

医療職学生に、地域における研修の場を提供 

      オ 消防学生及び救急救命士実習の受入れ 

消防学生及び救急救命士に、病院での研修の場を提供 

      カ 地域の職場体験の受入れ 

   地域の学校の職場体験に、研修の場を提供 

（５）その他特記事項等 

特になし 
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２７ いなずさ診療所（平成１７年６月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

      ア 外 来  年間患者数  ６，２６５人（一日平均 ２３．７人） 

        訪問診療 年間患者数    ３４６人（一日平均  １．３人） 

      イ 保健予防活動  

（ア）予防接種  年間利用者数  ９６７人（一日平均 ３．７人） 

          その他下田市集団接種に医師派遣 

（２）研修に関すること 

教育研修への取り組み（研修医・医学生・看護学生受け入れ） 

地域医療を研修する研修医等を、当協会及び協会外の施設から一回に１～２名を１週間～３ヶ月 

程度の期間で受け入れる。 

（３）その他特記事項等 

在宅医療への取り組み。 

週４日を目安に訪問診療に取り組み、１日１件程度の訪問診療を行う予定である。 

その他、診療時間外を含む往診も行う予定である。 

 

 

２８ 伊東市介護老人保健施設みはらし（平成１８年４月１日開設、伊東市から指定管理） 

（１）介護老人保健施設業務 

      ア 入所  定員 １２５人 （内、短期入所１３人）  

年間入所者数 ４１,２４５人（一日平均 １１３人） ベッド利用率９０．４％ 

      イ 通所リハビリ 定員３０人   

年間入所者数 ７,７００人 （一日平均  ２５人）     稼動率８３.３％ 

（２）研修に関すること 

ア 実習生・研修生受け入れ 

        理学療法士、作業療法士、介護士養成所等（学生）、中・高学生の職場体験の受け 

入れをする。 

      イ 専門職として知識、技術の向上 

        研修会、勉強会への参加 

介護福祉士実習指導者の育成 

相談部門の法定外研修への参加 

（３）強化項目 

ア 在宅復帰 

       （ア）在宅復帰率の維持（利用者、家族への在宅サービスの提案） 

       （イ）入所前後の訪問指導の実施件数の増加 
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イ 個別ケアの充実 

       （ア）個別のケアマネジメントの為の自己研鑽に努める 

       （イ）適切なアセスメントによる安心・安全なケア 

         （各委員会で具体的行動内容まで検討し意思統一に努める） 

       （ウ）いきいきとした楽しい生活の提供と生活機能の維持向上 

      ウ リハビリ機能の充実 

       （ア）生活リハビリの強化 

       （イ）短期集中リハビリテーションの維持 

       （ウ）短期入所の個別リハビリ実施率の維持 

       （エ）LIFEのフィードバックを活用し、計画書の見直をして、ＰＤＣＡサイクルの 

推進、ケアの向上を目指す 

       （オ）入所リハビリテーションマネジメント計画書情報加算Ⅱを算定する 

エ 専門職としてのチーム意識 

       （ア）施設内の情報共有と協働した行動をとる 

       （イ）利用者様を中心としたケア目標、方針の共有（カンフェレンスの充実） 

      オ 地域への情報発信・地域連携 

       （ア）地域への情報発信（勉強会、懇談会） 

（イ）関係機関との合同カンファレンス・研修会 

       （ウ）伊東市民病院との連携 

       （エ）ボランティアとの連携 

      カ 安定した経営 

       （ア）通所リハビリ利用者の増加（みはらし退所者への利用促進） 

（イ）伊東市民病院との連携強化による入所利用者の増加 

（ウ）近隣市町の利用率向上（定期的な広報と月1回の訪問営業活動） 

（エ）利用率に応じた適正な人員配置 

（オ）入所判定決定後の速やかな入所（フロア間のベッドコントロール） 

      キ 業務継続に向けた取り組み 

（ア）感染症対策の継続、研修会の開催 

（イ）リスクマネジメントの強化を図る 

（ウ）看取りへの対応の充実を図る 

（エ）ＢＣＰの研修会の開催、シミュレーション訓練の実施 

（オ）レンタル用品（利用者の日用品等）の導入による職員の業務負担軽減 

（カ）施設内照明器具（居室）のＬＥＤ化による節電対策 
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２９ 村立東海病院（平成１８年５月１日開設、東海村から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 入 院  病床数 ８０床（一般４０床・地域包括４０床） 

             年間患者数 ２３,５４２人（一日平均 ６４．５人） 

             病床稼働率 ８４．５％ 

      イ 外 来  年間患者数 ６４，２４０人（一日平均 ２２０．０人） 

        ウ  介護保険 

          （ア）通所リハビリテーション   年間利用者数  １，９２８人（一日平均８人） 

（イ）訪問看護 年間利用者数  ８４６人（一日平均２．９人） 

（２）保健予防活動 

      ア 人間ドック  年間受診者数   ６３５人（一日平均２．６人） 

      イ 企業健診   年間受診者数 ２，３８１人（一日平均９．８人）   

      ウ 乳がん検診  年間受診者数 １，０００人（一日平均４．１人） 

      エ 子宮がん検診 年間受診者数   ８５０人（一日平均１７．７人） 

      オ 予防接種 

（ア）新型コロナ   年間接種者数    ２１０人 

（イ）インフルエンザ 年間接種者数  １，９２０人 

（ウ）その他     年間接種者数  １，１４５人 

（３）病児・病後児保育施設 

      利用者延数    年間利用者数  ４００人（一日平均１．６人） 

（４）施設機器設備整備  

      ア 医療機器（行政対応） 

        麻酔記録システム 

        スピード低温滅菌システム 

        解析機能付心電計 

        超音波診断装置 

        デフィブリレータ（除細動器） 

        低床3モーターベッド 5台 

        特室用ベッド 2台 

        耳鼻咽喉科用 内視鏡洗浄消毒器 2台 

はかり付きストレッチャー 

低床サイドアップ3モーターベッド 3台 
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      イ 医療機器（院内対応） 

        898型クリーンパーテション 2台 

        若杉氏側部支持器X線透過型310 4個 

シリンジポンプ 

        クーデックキューインポッドジョー 5台 

        サイドコール・コードレス 

        座コール メロディータイプ 4セット 

        ポータブルエコー 

        キャスター付き歩行器 

        前腕支持台歩行補助具 

        固定型歩行器 

      ウ 一般機器（行政対応） 

食器消毒保管庫 

      エ 一般機器（院内対応） 

業務用除湿乾燥機 

スーパーシリーズ ステンレスカート UTSカート 

ステンレス製 折りたたみ式テーブルワゴン 

折りたたみ式 木製 肘掛け椅子 

患者用食器一式（2年目） 

オ 施設設備（行政対応） 

    なし 

（５）へき地医療の支援に関すること 

要望により可能な限りへき地等への医師派遣・代診を行う。 

（６）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生、各職種学生に、地域における研修の場を提供する。 

   （７）奨学金の貸与 

      看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

37



   （８）その他特記事項等 

ア 二次・三次医療機関からの下り搬送患者受入及び新型コロナ感染症等新興感染症患者の後 

方支援病院として患者受入をするなどし、連携強化を図る。 

イ 在宅事業の強化（訪問診療、訪問看護、通所リハビリ等） 

ウ 栄養指導・服薬指導の充実を図る。 

エ 医師確保のため近隣基幹病院、大学を定期的に訪問する。 

オ 医療・介護の連携を強化する。 

カ 働き方改革を推進していく。 

 

 

３０ 地域包括ケアセンターいぶき（平成１８年４月１日開設、米原市から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 外 来      年間患者数  １８，１２５人（一日平均 ７５．２人） 

イ 往診・訪問診療          １，６４５人（一日平均 ６．８人） 

ウ 居宅療養管理指導  年間利用者数 １，１２８人（一日平均 ４．７人） 

（２）訪問業務 

ア 訪問看護（みなし） 年間利用者数   ５４０人（一日平均 ２．２人） 

イ 訪問リハビリ    年間利用者数   ８２２人（一日平均 ３．４人） 

（３）介護老人保健施設業務 

定員 ６０人（短期入所含む） 

ア 入所       年間入所者数 １３，８７０人（一日平均 ３８．０人） 

イ 短期       年間入所者数  ６，５７０人（一日平均 １８．０人） 

ベッド利用率   ９３．３％ 

ウ 通所リハビリテーション 定員２５人 

年間利用者数  ４，５７９人（一日平均 １９．０人） 

稼動率      ７６．０％ 

（４）居宅介護支援業務 

ケアプラン      年間作成件数  １，０８０件（月平均 ９０．０件） 

（５）研修に関すること 

ア 臨床研修協力施設として研修医を受け入れる。 

イ 医師、医学生・看護学生・医療技術職学生等に地域研修の場を提供する。 

（６）その他特記事項 

ア 在宅支援の充実 

（ア）在宅での療養生活を支えるため、これまで同様、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ、 

居宅介護支援業務および老健の短期入所について充実したサービスを提供する。 
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（イ）在宅療養支援診療所（診療所）の２４時間対応、特定事業所（居宅介護事業所）で２４ 

時間体制にて在宅支援を行う。 

イ 乳幼児健診及び学校医、こども園医として保健指導を行う。 

ウ 地域住民と協力した夏祭りの開催など、地域の活性化を図る事業を行う。 

エ 運営の安定化を目指し、業務改善に取り組む。 

 

 

３１ おおい町保健・医療・福祉総合施設事業及び事業計画（平成１８年４月１日開設、おおい町 

から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 入 院 病床数   １９床 

           年間患者数 ２，７３８人（一日平均 ７．５人） 

           病床稼働率 ３９．５％ 

     イ 外 来  年間患者数 １３，５９２人（一日平均 ５１．０人） 

       ウ  介護保険 

         （ア）訪問看護           年間利用者数  ２００人（一日平均 ０．８人） 

（イ）訪問ﾘﾊﾋﾞﾘ      年間利用者数  ２００人（一日平均 ０．８人） 

（２）老人保健施設業務 

ア 入所     定員 ５０人 

年間入所者数 １６，０６０人（一日平均 ４４．０人） ベッド利用率８８．０％ 

     イ 通所ﾘﾊﾋﾞﾘ 定員 ４０人 

年間入所者数  ７，１９６人（一日平均 ２７．０人） 稼動率６７．５％ 

（３）保健予防活動業務 

ア 健康診断（法令の定期健診、特定健診及び電離放射線健診、採用時健康診断等） 

年間受診者数     １，５５０件 

イ 予防接種（集団及び個別接種） 

 年間受診者数（個別） １，８００件（うち新型コロナワクチン３００件） 

ウ 人間ドック（国保、健康保険組合等） 

年間受診者数        ８０件 

（４）病児、病後児保育業務 

利用定員      ４人 

年間利用者数  ２８０人（月平均 ２３．３人） 

（５）施設機器設備整備 

ア 医療機器  上部消化管汎用ビデオスコープ（行政対応） 

自動体外式除細動器[AED] ３台（行政対応） 

心電計[解析機能・架台付]（行政対応） 

残尿測定器（行政対応） 

コールマット【リリアムワン】（行政対応） 
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イ ﾘﾊﾋﾞﾘ機器  有酸素・筋力トレーニングマシン[ニューステップ]（行政対応） 

ウ 介護機器   排泄センサー【ヘルプパッド】（行政対応） 

         歩行器 ８台（行政対応） 

エ 給食機器   食器 （行政対応） 

オ 施設設備   施設大規模改修【空調更新・照明LED化】（行政対応） 

（６）研修に関すること 

ア 臨床研修協力施設として、研修医を受け入れ 

イ 医学生、看護学生、医療技術職学生等の研修及び実習の受け入れ 

（７）奨学金の貸与 

   介護人材育成確保のため、令和５年度に受け入れた介護留学生２名に対し、介護福祉士養成専門学 

校の奨学金等の貸与を行う。 

（８）その他特記事項等 

ア 在宅医療（訪問診療、訪問看護等）の充実 

イ 健診・学校医等の協力 

ウ 産業医業務の実施 

エ 夕方外来診療の実施（平日週２回、診療時間１６：３０～１８：３０） 

オ 発熱外来の対応等、新型コロナ感染予防対策の徹底 

カ 通所リハビリテーションの稼働曜日の追加 

  令和元年９月から変更された祝日を除く月曜日から金曜日を、令和８年４月から土曜日を追加 

し述べ利用者数の増加を図る。 

 

 

３２ 志摩地域医療福祉センター（平成２０年４月１日開設、志摩市から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 外 来  年間患者数 ８，６７６人（一日平均 ３６．０人） 

（２）介護老人保健施設業務 

     ア 入所 定員１００人  （短期入所含む。） 

年間入所者数 ３５，４０５人（一日平均 ９７.０人） ベッド利用率９７.０％ 

     イ 通所リハビリ 定員４０人 

年間入所者数  ８，２６６人（一日平均 ３４.３人） 稼動率８５.８％ 

ウ 訪問リハビリ 

年間利用者数  １，２５３人（一日平均  ５.２人） 

（３）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設） 

協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生、理学療法士（学生）、作業療法士（学生）、介護士（学生）等に 

地域における研修の場を提供する。 
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ウ 実地見学・研修の場の提供 

地域の希望施設からの実地見学・研修の場を提供する。 

（４）奨学金の貸与 

看護師等確保のため、看護学校等に入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（５）その他特記事項等 

志摩市主体で令和６年１１月より３箇年計画で行われる介護老人保健施設全体の空調機器 

更新工事が第２期まで完了、令和８年４月より第３期目の工事着工予定。 

 

 

３３ 飯塚市立病院（平成２０年４月１日開設、飯塚市から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 入 院   病床数   ２５０床 

             年間患者数 ７７，８６５人（一日平均 ２１３．３人） 

             病床稼働率 ８５．３％ 

     イ 外 来   年間患者数 ７８，６９０人（一日平均 ３２６．５人） 

       ウ  介護保険 

（ア）訪問看護           年間利用者数  １１９人（一日平均 ０．５人） 

（イ）居宅療養管理指導   年間利用者数    ０人（一日平均 ０．０人） 

（２）施設機器設備整備    

ア 医療機器 高周波手術装置          （購入） 

心臓運動負荷モニタリングシステム （購入） 

大腸ビデオスコープ        （購入） 

離床センサーベッド        （購入） 

（３）へき地拠点病院運営等  

ア  へき地診療所等との連携・支援 

イ  医師の派遣 

（４）協力型臨床研修病院 

協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

（５）研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供するとともに薬剤・リハビリ・検査・看護等学生・ 

救急隊員等の実習を受入れる。 
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（６）その他特記事項 

ア 地域医療支援病院として医療の質の向上 

イ 医師確保を行い診療機能の充実を図る 

ウ 災害拠点病院承認に向けた災害医療提供体制の強化 

エ 小児科時間外診療安定的な運用 

オ 循環器医師・泌尿器医師確保による診療体制充実 

 

 

３４ 市立大村市民病院（平成２０年４月１日開設、大村市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院 病床数   ２１２床 

           年間患者数 ６９，７８８人（一日平均 １９１．２人） 

           病床稼働率 ９０．２％ 

     イ 外 来 年間患者数 ６８，９９８人（一日平均 ２８６．３人） 

（２）健康管理センター業務 

     ア 企業健診等   年間患者数 ４，８４８人 

イ 人間ドック   年間患者数 １，００２人 

     ウ 特定健診    年間患者数   ７６２人 

エ 特定保健指導             １７２人 

     オ 婦人科健診   年間患者数     ７７８人 

（３）居宅介護支援業務 

     訪問看護ステーション 年間利用者数 ５８８人  

（４）施設機器設備整備  

     ア 医療機器  老朽化した医療機器の整備（行政対応）を行う。 

  （５）へき地医療の支援に関すること 

ア 離島・へき地診療所等との連携・支援 

イ 医師の派遣及び医療技術員の支援 

（６）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院 

協力型臨床研修病院として基幹型臨床研修病院より研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（７）特定ケア看護師制度 

     看護の専門分野を学習・探究すること、国が定めた特定行為を実施し、良質な医療及び看護の提供

を目的として、特定ケア看護師制度受検合格者に対し病院奨学金等の貸与を行う。 
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（８）その他特記事項 

   ア 新病院移転後１０年目を迎え、引き続き患者数確保、高額医療機器の共同利用の推進、 

業務の効率化等を図る 

イ 訪問看護ステーションの利用者増加 

ウ 長崎大学病院との連携による口腔外科の強化、紹介数の増加 

エ 回復期リハビリ及び地域包括ケア病棟有効利用 

オ ＨＣＵ病棟の効率的な運用 

カ 婦人科手術の増(内視鏡下手術) 

キ 健診事業の充実（２次健診の促進、内視鏡部門の増強、Ｕ４０健診の実施、特定保健 

指導の推進等） 

ク 地域医療機関との連携による紹介数の増加及び病棟回転率の上昇、行政・介護施設 

等との連携及び入退院支援の連携強化（地域医療機関訪問、介護保険施設との協力医 

療機関連携協定締結、お迎え搬送の推進等） 

ケ 大村市との連携等による、医師確保対策の強化 

コ 病院機能評価受審後・更新に向けた取り組み（ＴＱＭ活動の促進等）     

サ 高齢者救急医療DXに向けた取り組みの充実（消防隊救急搬送等でのビジュアルトーク 

の活用） 

 

 

３５ 奈良市立柳生診療所（平成２０年４月１日開設、奈良市から指定管理）  

（１）診療業務 

外 来  年間患者数 ３，８４０人（一日平均 １６．０人） 

（２）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（３）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

 

３６ 奈良市立田原診療所（平成２０年４月１日開設、奈良市から指定管理） 

（１）診療業務 

外 来  年間患者数 １，０５８人（一日平均 ７．２人） 

（２）へき地医療の支援に関すること 

へき地等への医師派遣・代診を行う。 
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（３）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（４）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

 

３７ 上野原市立病院（平成２０年１０月１日開設、上野原市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数     １３５床（急性期一般８５床・地域包括ケア５０床）  

            年間患者数   ２８，４７０人（一日平均 ７８．０人） 

            平均病床稼働率   ５７．８％ 

イ 外 来  年間患者数   ８３，２２０人（一日平均 ２８５．０人） 

ウ 介護保険 

（ア）訪問看護  年間利用者数  ２，７７１人（一日平均 １１．５人） 

（イ）通所リハビリテーション 年間利用者数 １，８０６人（一日平均 ７．５人） 

エ 人間ドック   年間利用者数   ２００人 

（２）施設機器設備整備 

     ア 医療機器（すべて行政対応による購入予定）ＭＲＩ装置、ＰＡＣＳシステム 

イ 建物構築物 自己資金による購入予定。 

院外保育所開設改修工事 

（３）事業内容に関すること 

ア 山梨県富士・東部医療圏域における公的病院としての使命を認識し、山梨県東部地区における 

地域医療の中核病院として、医療の質と地域の安全と安心を向上させる。 

イ 医師・看護師の確保、専門診療の充実、救急医療の充実、透析の拡大。 

ウ 総合診療科の拡充、予防医療・へき地支援等を通じて市民の安全・安心の確保に努める。 

エ 在宅医療の拡充へ訪問診療・訪問看護・訪問リハの拡大。 

オ オンライン診療への取り組みを計画。 

（４）へき地医療の支援に関すること 

ア 市と協力し附属診療所の運営の継続を図る。本院に通院できない市内のへき地に居住する患者 

を対象として、秋山・西原の２附属診療所の運営を可能な限り継続して行う。 

イ へき地等への医師派遣・代診を行い、要請に基づき、可能な限りへき地・離島等への医師の派 

遣・代診を行う。 
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（５）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）の取り組み 

協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として、地域医療研修センター及び山梨大学医学部 

附属病院や山梨県立中央病院・山梨赤十字病院より研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

本院及び附属診療所の施設を活用し、医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

ウ 令和８年４月に基幹型臨床研修病院として認定予定 

基幹型研修施設の取り組みとして研修医の受入の拡大や当院研修医の他病院への研修実施。 

（６）奨学金の貸与 

看護師確保のため、高等学校・看護大学等入学を希望する者に対し入学後の奨学金を貸与する。 

上野原市が中心となって、看護師以外のコメディカル職の奨学金を貸与が可能となる。 

（７）その他特記事項等 

     ア 検査・検診機能の充実 

イ 外来患者増への取り組み 

ウ 看護師確保対策の取り組み 

エ 医療情報システムの整備 

オ 医療安全の向上を目指す 

カ 感染防止対策の取り組み 

キ 働き方改革への対応 

 

 

３８ 台東区立台東病院・台東区立老人保健施設千束（平成２１年４月１日開院、台東区から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数   １２０床 

            年間患者数 ３９，７２５人（一日平均 １０８．８人） 

            病床稼働率 ９１．６％ 

     イ 外 来  年間患者数 ６５，５０５人（一日平均 １７９．５人） 

（２）老人保健施設業務 

     ア 入所     定員 １５０人   

年間入所者数 ４５，６５８人（一日平均 １２５．１人）  

ベッド利用率８３．４％ 

     イ 通所リハビリ 定員５０人   

年間入所者数  １１，７５４人（一日平均 ３７．７人） 利用率７５．４％ 

（３）居宅介護支援業務 

  ケアプラン  年間作成件数 ４６５件（月平均３８．８件） 
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（４）へき地医療の支援に関すること 

ア 東京都の島しょ地域等への医師派遣・代診を行う。 

イ 東京都の島しょ地域等への看護師・介護士派遣を行う。 

ウ 東京都の島しょ地域等への医療技術員派遣を行う。 

（５）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設） 

    協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として、研修医等を受け入れる。 

     イ 研修生等受け入れ（雇用力強化） 

       医師、医学生、ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ（学生）、薬剤師、看護師、介護士等の研修の場を提供する。 

ウ 地域医療のススメ基幹病院 

（６）奨学金の貸与  

看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

介護福祉士確保のため、養成学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（７）その他特記事項 

     ア 地域連携の強化 各医療機関、介護事業者、区との連絡会、イベントの実施 

     イ 在宅療養支援病院機能強化、訪問リハビリの拡充、居宅介護支援事業 

     ウ 健診業務の実施 

     エ 患者利用者の満足度向上に向けての取り組み 

     オ 公開講習会・勉強会等の実施 

     カ 地域コミュニケーションの場としての施設積極的活用 

     キ 職員の能力向上のための研修体制作りと他職種研修 

     ク 職員の安定確保（離職防止） 

     ケ 在宅療養支援窓口（区委託事業） 

     コ 復職支援事業実施 

     サ 訪問看護ステーション実施（みなし事業） 

     シ 就職説明会への積極的参加（オンライン等含む） 

     ス ヘルスプロモーション事業（禁煙・フレイル等） 

     セ 技能実習生（介護職）の受入および特定技能実習生、介護福祉士への育成 

     ソ 在宅療養患者健康観察事業 

     タ 病院祭の開催 

     チ 医療的ケア児（者）の短期入所事業 

     ツ 地域連携の会の開催 

     テ 空調設備等更新工事 
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３９ 山北町立山北診療所（平成２０年１２月１日開設、山北町から指定管理） 

（１）診療業務 

     外来 年間患者数 ２，４３３人（１日平均 １２．８人） 

（２）保健予防活動 

ア 健康診断 年間利用者数 １０４人 

イ 特定健診 年間利用者数 １１人 

ウ 予防接種 年間利用者数 １９８人 

（３）研修に関すること 

   研修医の受け入れを行う 

（４）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

   これまで月曜日・水曜日は午前午後、火曜日・金曜日は午前の診察を行っていたが、 

   令和８年度より月曜日・火曜日・水曜日の午前午後の診療体制に変更する。 

   これにより金曜日の医師派遣が無くなり、派遣事務員1名の派遣回数が半分となる為、 

人件費の負担を抑えることが可能となる。 

 

 

４０ 東京ベイ・浦安市川医療センター（平成２１年４月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数   ３４４床 

            年間患者数 １１４，６９４人（一日平均 ３１４．２人） 

            病床稼働率 ９１．３％ 

     イ 外 来  年間患者数 １５０，０２０人（一日平均 ５１３．８人） 

（２）保健予防活動                                

     ア 一般健診      年間患者数 １，８００人（一日平均 ６．２人） 

     イ 人間ドック     年間患者数 １，６００人（一日平均 ５．４人） 

     ウ 乳児健診      年間患者数   ３８０人（一日平均 １．３人） 

     エ 妊婦健診      年間患者数 ３，２００人（一日平均 １１．０人） 

     オ 予防接種      年間患者数 １，４００人（一日平均 ４．５人） 

     カ マンモグラフィ   年間患者数   ６００人（一日平均 ２．１人） 

（３）施設機器設備整備  

     ア 救命救急センターほかの医療機器更新 

     イ 電子カルテ更新、サイバーセキュリー対応 

ウ 空調他各種院内補修工事等 

（４）へき地医療の支援に関すること 

へき地等への医師派遣・代診を行う。 
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（５）研修に関すること 

ア 臨床研修センターの運営 

       初期研修医 １５名 

       専攻医   ５８名 

     イ 研修医・研修生受け入れ 

      （ア）医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

 （イ）看護・リハビリ・薬剤・検査・事務等の学生に実習の場を提供する。 

（６）奨学金の貸与  

看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（７）その他特記事項 

ア 千葉県救命救急センターの実施 

イ 感染症法に基づく医療措置協定に基づく対応 

ウ 第２種感染症指定医療機関の実施 

エ 災害時の拠点病院としての強化 

オ 地域医療支援病院の実施 

カ ＤＰＣ病院としての効率的運営 

 

 

４１ 横須賀市立市民病院（平成２２年４月１日開設、横須賀市から指定管理） 

（１）診療業務 

 ア 入 院  病床数２４５床（令和８年４～８月） 

           ２６１床（令和８年９～３月） 

            年間患者数  ６１，９４０人（一日平均 １６９．７人） 

            一般･ＨＣＵ  ４０，８８０人（一日平均  １１２．０人） 

            包括ケア    ８，７６０人（一日平均   ２４．０人） 

            回復期リハ  １２，３００人（一日平均  ３３．７人） 

            病床稼働率   ７１．１％ 

 イ 外 来  年間患者数  ９４，９５８人（一日平均 ３２５．２人） 
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（２）施設機器設備整備  

     ア 医療機器（行政対応） 

       ・内視鏡用炭酸ガス送気装置 

       ・大腸ビデオスコープ 

       ・内視鏡洗浄消毒器 

       ・膀胱用超音波画像診断装置 

       ・眼圧計 

       ・３次元眼底像撮影装置 

       ・標本撮影装置 

       ・デジタル式歯科用パノラマ断層撮影X線診断装置 

       ・ピッキングサポートシステム 

       ・便潜血測定装置 

       ・手持型体外式超音波診断用プローブ 

       ・電動式低圧吸引機 

       ・多用途透析用監視装置 

       ・透析通信システム 

       ・吸引シミュレータ 

       ・エアマットレス 

       ・電動ベッド 

       ・安全懸架式リハビリテーションリフト 

       ・電動昇降式ADLキッチン 

（３）医師研修に関すること 

     ア 基幹型臨床研修指定病院 

       基幹型臨床研修指定病院として研修医を受け入れる。  

      ジュニアレジデント（2年次） 4名 

      ジュニアレジデント（1年次） 4名  

※上記以外に横浜市立大学附属病院、横浜市立大学附属市民総合医療センターからのたすき掛 

け研修医（1年次） 2名 

     イ 研修医・研修生受け入れ 

       医師・医学生、看護師・看護学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（４）病床の再編 

令和８年９月から回復期リハビリテーション病棟（５０床）を開棟する。 

     ア 高度急性期（１６床） ※稼働１２床 

       ＨＣＵ１６床とする。 

     イ 急性期（２０５床）  ※稼働１６５床 

        ３病棟体制とする。 
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     ウ 回復期（１１８床）  ※稼働 ８月まで６８床、９月から８４床 

① 地域包括ケア病棟 

病床稼働率９０％を目指す。急性期からの受け入れ（ポストアキュート）のみでなく、緊 

急時の受け入れ（サブアキュート）にも力を入れ、安定的な患者確保を目指す。 

・引き続き検討が必要な事項  

（ア）医師、看護師、リハビリテーション科セラピスト、ＭＳＷ等関連職種の人員確保を 

進める 

         （イ）レスパイトを増やすなど、引き続き地域の開業医等へ働きかけを行う 

②  回復期リハビリテーション病棟 

病床稼働率９０％を目指す。外部からの受け入れを強化する。 

・引き続き検討が必要な事項 

（ア）医師、看護師、リハビリテーション科セラピスト、ＭＳＷ等関連職種の人員確保 

を進める 

（イ）上位の施設基準を取得・維持するための関連職種間での持続的検討 

（５）総合診療科 

   外来、入院において高齢化に伴う疾病の重複化、重症化に対して、単一の診療科では診療が難しい 

場合など、重篤で複雑な疾患に対応し、横断的な診療を行う「総合診療科」を充実させる。 

（６）診療科の集約 

     ア 産科 

       入院診療は取りやめ、総合医療センターに集約する。なお、妊婦健康診査、産婦健康診査およ 

び産後ケアは継続する。 

     イ 小児科 

     入院診療は取りやめ、総合医療センターに集約する。外来診療については、診療日数を縮小し 

     たうえで継続する。 

  （７）その他特記事項等  

病院機能評価（3rdG:Ver.3.0）で認定された成果とその維持。 

 

 

４２ 上河津診療所（平成２２年１月１２日開設、直営） 

（１）診療業務 

外 来  年間患者数   ７，２７６人（一日平均 ３０．６人） 

訪問診療 年間患者数     １８４人（一日平均  ０．８人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断 採用時健康診断、企業健診等 

     イ 予防接種 個別接種及び小児予防接種 
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（３）その他特記事項 

ア 伊豆今井浜病院との連携を図る。 

イ 在宅医療の充実を図る。 

ウ 医療（主治医）とケアマネージャーとの連携。 

エ 医師会に入会した為、関連の健診及び予防接種件数の増加を見込む。 

 

 

４３ シティ・タワー診療所（平成２２年３月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 ４，１００人（一日平均 １３．９人） 

     イ 在宅診療 年間患者数 ８，５３４人（一日平均 ２９．１人） 

     ウ 特養回診 年間患者数 １，８５８人（一日平均 ６．３人） 

       エ  介護保険 居宅療養管理指導   年間利用者数  ３２４人（一日平均 １．１人）  

     オ 他事業所との連携 

       同一フロアにある福祉施設や地域の事業者と連携して在宅患者への充実したケアを目指す。 

（２）研修に関すること 

     ア 岐阜へき地医療支援センターと連携し、医師等に対する研修の場を提供する。 

     イ 同一フロアにある福祉施設と連携し、都市部における地域医療の研修の場を提供する。 

     ウ 岐阜・滋賀の協会運営施設と連携し、へき地における地域医療と、都市部における地域医療が 

体験できる環境を作る。 

     エ 例年行なっている病院や学校からの医師・医学生等の実習受入を引き続き積極的に行ない、将 

来の人材育成に努める。 

（３）その他特記事項 

     ア 医師９名、薬剤師１名、看護師１２名、管理栄養士１名、事務７名の人員体制となり、スタッ 

フはほぼ充実した。適切な評価制度システムを取り入れ、人事課題を解決し、持続可能な成長 

を実現していく。医療を通じて「人」と「地域」に感動を創り出す診療方針のもと、現在まで 

に地域から得てきた信頼を増幅させ、都市部における在宅医療の更なる充実を目指す。また、 

健康講座などを精力的に実施し市民への安心提供に力を注ぐ。 

     イ 引き続き小児在宅医療にも積極的に取り組む。 

     ウ スタッフのモチベーション向上のためにも福利厚生面にも気を配り、診療所での労働意欲の向 

上や精神面の充実によりスタッフが生き生きと働ける環境づくりに努め、より充実した施設運 

営を図る。 

     エ 薬剤師・管理栄養士による栄養指導・服薬指導の充実を図る 
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４４ 奈良市立月ヶ瀬診療所（平成２２年４月１日開設、奈良市から指定管理） 

（１）診療業務 

外 来  年間患者数 ４，９２０人（一日平均 ２０．５人） 

（２）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（３）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

 

４５ 奈良市立都祁診療所（平成２２年４月１日開設、奈良市から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 外 来  年間患者数 １２，６２４人（一日平均 ４８人） 

（２）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（３）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

 

４６ 明日香村国民健康保険診療所（平成２２年４月１日開設、明日香村から指定管理） 

（１）診療業務 

外 来  年間患者数 ９，１９８人（一日平均 ３１．５人） 

（２）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（３）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

 

52



４７ 伊豆今井浜病院（平成２４年５月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

ア 入 院  病床数    １００床 

年間患者数  ２５，７３２人（一日平均 ７０．５人（退院含む）） 

病床稼働率    ７０．５％ 

イ 外 来  年間患者数   ４８，５４８人（一日平均 ２０１．４人） 

ウ 訪問看護 年間件数      ２，６９９件（介護のみ） 

エ 訪問リハ 年間件数     １，２０５件 

オ 保健予防活動 

健康診断   ２，４０７人 

予防接種   １，５４５人 

人間ドック    ２１４人 

妊婦保健指導     ２５人 

乳がん検診     ６０４人 

（２）へき地医療の支援に関すること 

ア 南伊豆町内１ヶ所の巡回診療を継続する。 

イ へき地医療拠点病院の指定を維持する。 

ウ 一次・二次救急の輪番を継続する。 

エ いなずさ・上河津・伊豆下田各診療所との連携及び支援体制を継続する。 

オ 近隣の開業医・介護施設・居宅介護事業所との連携及び支援を継続する。 

（３）研修に関すること 

ア 臨床研修協力施設 

協力型臨床研修病院として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

研修医・医学生・看護学生及び地元中学・高校生に、地域における研修・実習の場を提供する。 

     ウ 聖隷浜松病院整形外科専門研修 

       連携施設として協力。 

     エ 浜松医科大学付属病院整形外科専門医研修プログラム 

  連携施設として研修医を受け入れ。 

（４）奨学金の貸与 

看護師・薬剤師確保のため、看護学校等に在学する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（５）病棟等運営計画 

ア 令和８年度４月より新たに地域包括医療病棟入院料を取得することで収益増加を見込む。入院

患者数地域包括医療病棟３７．３人包括３３．２人とした。また、現在患者数の少ない内科の

診療体制強化の為、県派遣の内科医師の増員を検討する。 
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イ 令和７年度は、内科の発熱患者数の減少したこと、また、整形外科においては、近隣医療機関

の整形外科が入院・手術を再開したことで患者数の減少により、２００．６人に減少となった。

令和８年度においては、整形外科医が３月に１名退職したことによる外来診療の縮小から患者

数減少を見込み２０１．４人（うち訪問看護１．９人）とした。 

ウ 訪問看護、訪問リハについては、令和７年度よりも訪問件数増加を見込み、訪問看護1日件数

１１．２人、訪問リハ1日件数５．０人とした。 

（６）その他特記事項 

地域活動として地域住民を対象に健康教室や感染症対策勉強会等を開催し、知識の提供及び病院の

ＰＲ等を行う。 

 

 

４８ 関市国民健康保険津保川診療所（平成２３年４月１日開設、関市から指定管理） 

（１）診療業務 

     外 来          年間患者数 ６,５０７人（一日平均 ２７人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断      年間件数  ４２０人（一日平均 １．７人） 

       イ  予防接種      年間件数  ７５０人（一日平均 ３．１人） 

ウ 特定健診      年間件数  ３７０人（一日平均 １．５人） 

（３）介護事業収益 

ア 訪問看護           年間利用者数  ４８人（一日平均 ０．２人） 

イ 居宅療養管理指導   年間利用者数  ４８人（一日平均 ０．２人） 

（４）へき地医療の支援に関係すること 

地域医療の維持・確保を目的に医師確保に努める。 

（５）研修に関すること 

ア 基幹型臨床研修病院より臨床研修協力施設として研修医の受入れを行う。 

イ 中高生の職場体験、医学生のインターンシップの場を提供する。 

ウ 関市の依頼のより、奨学生の研修受入れを行う。 

（６）その他の特記事項 

ア 在宅療養支援診療所として在宅医療の充実を図る。 

イ 地域ケア会議等における地域包括ケアシステムの関係部署との連携強化を図る。 

ウ 地域診療支援として１週間に1回、外来診療時間の延長を行う。 

エ 関市との指定管理期間（令和８年４月１日から５年間）の更新を予定。 
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４９ 十勝いけだ地域医療センター（平成２３年１０月１日開設、池田町から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 入 院  病床数 ６０床 

            年間患者数 一般病床（１６床）    ３，６５０人（一日平均 １０．０人） 

病床稼働率 ６２．５％ 

年間患者数 包括ケア病床（４４床） １０，９５０人（一日平均 ３０．０人） 

            病床稼働率 ６８．２％ 

イ 外 来  年間患者数 ２８，９２０人（一日平均 １２０．０人 

 

 

（２）介護老人保健施設業務 

     ア 入所   定員 ２９人 

年間入所者数 ９，６７３人（一日平均 ２６．５人） ベッド利用率９１．４％ 

     イ 短期入所 年間入所者数 ５４７人（一日平均 １．５人）     ベッド利用率５．２％ 

ウ 通所リハビリテーション 定員 １５人（月曜日から金曜日実施、年間稼働日数２４１日） 

年間利用者数 １，９２８人（一日平均 ８．０人） 

（３）介護保険 

    ア 訪問リハビリテーション 

   年間利用者数   ４３４人（一日平均 １．８人） 

     イ 訪問看護ステーション 

            年間利用者数 ７，２３０人（一日平均 ３０．０人） 

     ウ 居宅介護支援事業所 

ケアプラン 年間作成件数  ６００件（一月平均 ５０件） 

  （４）施設機器設備整備 

     ア 医療機器  

心電計           （行政対応） 

       薬用冷蔵ショーケース    （行政対応） 

       薬剤システム調剤台 一式   （行政対応） 

       薬剤在庫管理システム    （行政対応） 

透析室アームテレビ     （行政対応） 

人工呼吸器         （行政対応） 

  （５）へき地医療の支援に関すること 

へき地診療所等との連携強化 

  （６）地域包括ケアの取り組み 

     在宅療養支援病院として、多職種連携により地域包括ケアに取り組む。 
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（７）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設） 

協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

看護、リハビリ、栄養、事務等の学生に実習の場を提供する。 

（８）奨学金の貸与  

医療従事者確保の為の奨学金の貸与を行う。（看護師・薬剤師等） 

 

 

５０ 女川町地域医療センター（平成２３年１０月１日開設、女川町から指定管理） 

（１）診療業務（外来稼働日数２６３日） 

     ア 入院     病床数       １５床 

              年間患者数  ４，３８０人 （一日平均１２.０人） 

              病床稼働率    ８０.０％ 

     イ 外来     年間患者数 ２４，２３３人 （一日平均９２.１人） 

     ウ 往診     年間患者数    １２０人  （月平均１０.０人） 

     エ 訪問診療   年間患者数    １２０人  （月平均１０.０人） 

     オ 離島巡回診療 年間患者数     ７２人  （月平均６.０人） 

カ 健康診断   年間利用者数 ４，６２０人 （一日平均１７.６人） 

     キ 訪問看護   年間利用者数 １，０７６人 （一日平均 ４.５人） 

     ク 訪問リハビリ 年間利用者数 ２，３９０人 （一日平均１０.０人） 

（２）老人保健施設業務 

     ア 入所       定員         ８０人 

                年間入所者数 ２８，１０５人（一日平均 ７７.０人） 

                ベッド利用率    ９６.３％ 

     イ 通所リハビリ   定員         ４０人 

                年間通所者数  ６，３３４人（一日平均 ２６.５人） 

                稼働率       ６６.３％ 

     ウ 主治医意見書作成 年間作成件数    ２５０件 

（３）居宅介護支援業務 

     ア ケアプラン 年間作成件数 ９００件（一月平均７５件） 

     イ 認定調査  年間調査件数  １０件 

（４）病児・病後児保育事業 年間利用者数 １８０人（一月平均１５人） 
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（５）施設機器設備整備 

   ア 医療機器・更新（行政対応） 

     血液ガス分析器、CT装置 

   イ 設備（行政対応） 

     病棟系統の外調機 

   ウ 装置（行政対応） 

     直流電源装置、自家発電設備 蓄電池、通所リハビリ浴槽機械室 水処理装置 

（６）研修に関すること 

     ア 臨床研修協力施設として研修医の受け入れ（ジュニア及びシニアレジデントの育成） 

     イ 医学生、看護学生、医療技術職学生等の研修及び実習の受け入れ 

（７）その他特記事項 

ア 地域との連携による住民福祉の向上 

     イ 職場体験学習の受け入れ 

ウ 産業保健、保健予防の取り組み 

エ 定年延長を見据えた人員配置 

オ 移設に向けた調査の開始 

 

 

５１ 三重県立志摩病院（平成２４年４月１日開設、三重県から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数 ２７６床 

            年間患者数 ６２，０５０人（一日平均 １７０．０人） 

            病床稼働率 ６１．６％ 

     イ 外 来  年間患者数 ５７，８４０人（一日平均 ２４０．０人） 

  （２）施設機器設備整備 

     ア 医療機器 

       ・画像管理システム（PACS/RIS）（リース） 

       ・調剤システム（リース） 

（３）へき地医療の支援に関すること 

ア へき地医療拠点病院運営等  

（ア）へき地診療所等との連携・支援 

（イ）医師の派遣 

（ウ）志摩市間崎島巡回診療 

イ 三重県へき地医療支援機構の委託業務 

       代診派遣調整 
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  （４）研修に関すること 

ア 基幹型臨床研修病院 

ジュニアレジデント（１年次）３名  

       ジュニアレジデント（２年次）３名 

イ 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医の受け入れ 

     ウ 専門研修連携施設 

       専門研修連携施設としてシニアレジデントの受け入れ 

エ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に対し地域における研修の場を提供 

看護、リハビリ、栄養、事務等の学生に実習の場を提供 

     オ 薬剤師レジデントプログラム 

       連携施設として薬剤師レジデントの受け入れ 

     カ 職場体験、救急救命士等の地域における研修の場を提供 

（ア）中学生・高校生の職場体験 

（イ）救急救命士病院研修 

（４）奨学金の貸与 

     看護職員確保のため、奨学金対象者を准看護師まで拡大し、看護学校入学希望者又は在学生に対し 

奨学金を貸与する。 

     薬剤師確保のため、薬学部入学希望者又は在学生に対し奨学金を貸与する。 

（５）その他特記事項等 

ア 内科系救急受入れ２４時間３６５日の継続 

イ 地域医療の質の向上に向けた住民学習会、専門職対象研修会等の開催 

ウ 医師確保対策として三重大学からの医師派遣に向けた訪問活動の継続 

エ 看護師確保対策として院内保育所の受入、児童数の拡大、夜間保育の実施 

オ 入退院等に係るサービスを一元的に提供できる組織の継続 

カ 令和7年12月 電子処方箋発行に係る運用開始 

 

 

５２ 練馬光が丘病院（平成２４年４月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 入  院  病床数 ４５７床 

             年間患者数  １４９，７９６人（一日平均 ４１０．４人） 

             病床稼働率   ８９．８％ 

     イ 外  来  年間患者数  ２３５，９３６人（一日平均 ８０８．０人） 

     ウ 健康診断  年間利用者数   １，２００人 

     エ 予防接種  年間利用者数   １，２００人 
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（２）施設機器設備整備 

     ア 医療機器 

（ア）内視鏡システム、内視鏡装置、一式  消化器内科     

（イ）麻酔器一式（システム接続費用含む） 麻酔科        

（ウ）超音波診断装置 2台 麻酔科、ICU            

（エ）外科用X線TV装置 放射線室                

（オ）X線骨密度測定装置 放射線室                

（カ）睡眠評価装置 臨床検査室                  

     イ 事務機器 

 パーソナルコンピュータ 

（３）へき地医療の支援に関すること 

     ア へき地等への医師派遣・代診を行う。 

     イ へき地等への看護師、薬剤師、放射線技師、臨床検査技師等の派遣を行う。 

（４）研修に関すること 

     ア 基幹型・協力型臨床研修指定病院 

       初期研修医 １５名 

     イ 専攻医研修プログラム 

       専攻医   １９名 

       （内訳：総合診療科救急部門2名、内科7名、循環器内科2名、外科2名、 

整形外科2名、産婦人科2名、泌尿器科1名、眼科1名） 

     ウ その他 

看護学生、薬学生、臨床工学技士等、医療専門職の学生実習を受け入れる。 

（５）奨学金の貸与 

     看護師確保のため、看護学校入学予定者及び看護学生の奨学生を募り、奨学金を支給する。 

（６）その他特記事項 

ア 看護師等医療スタッフの安定確保（離職防止）と適正な人員配置 

イ 地域医療連携の強化とＰＦＭの推進 

ウ がんに対する医療の充実、放射線治療の活用 

エ ICU、回復期リハビリテーション病棟の充実 

オ 保守料、業務委託契約の見直しと省エネ対策 

カ ＤＰＣ病院としての診療の効率化（クリパス使用率向上） 

キ 電子カルテ更新準備、DX導入推進による業務効率化 

ク 働き方改革への対応（土曜日診療、インターバル、宿日直など） 

 

 

 

59



５３ 越前町国民健康保険織田病院（平成２４年４月１日開設、越前町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数   ５５床 

            年間患者数 １７，８１２人（一日平均  ４８．８人） 

            病床稼働率 ８８％ 

     イ 外 来  年間患者数 ５１，８００人（一日平均 １７７．４人） 

       ウ  介護保険 

         （ア）訪問看護              年間利用者数  ７，５２６人（一日平均 ２５．８人） 

（イ）訪問リハビリテーション 年間利用者数    ９５９人（一日平均  ３．３人） 

（ウ）看護小規模多機能     登録者数２１人 

（２）在宅介護支援センター・居宅介護支援業務 

   ケアプラン  年間作成件数 １，０２０件（月平均８５件） 

（３）病児病後児補域業務 

ア 病児保育   年間利用者数 ５０人 

イ 病後児保育  年間利用者数 ５０人 

（４）サービス付き高齢者向け住宅 入居者２０人 

（５）施設機器設備整備  

     ア 医療機器   白内障硝子体手術装置   （行政対応） 

麻酔記録システム     （行政対応） 

疼痛管理用高周波システム （行政対応） 

血液ガス分析装置     （行政対応） 

生物顕微鏡        （行政対応） 

ＭＲＩアップグレード   （行政対応） 

手術室自動ドア      （行政対応） 

ホットワゴン       （購入） 

     イ 施設設備   食器消毒保管庫      （購入） 

（６）へき地医療の支援に関すること 

ア  へき地診療所等との連携・支援 

イ  医師の派遣及び医療技術員の支援 

（７）研修に関すること 

   ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設） 

       福井大学附属病院、福井県立病院、福井赤十字病院より研修医を受け入れる。 

     イ 研修医・研修生の受け入れ 

医師・医学生等に地域における研修の場を提供する。 
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（８）奨学金の貸与 

看護師確保のため、大学、短期大学及び専門学校にて就学を希望する者に対して奨学金の貸与を行 

う。 

（８）その他特記事項等 

ア 放課後等デイサービス事業の健全な経営を図る 

放課後等デイサービスの利用者増 

     イ 在宅医療の充実を図る 

訪問リハビリテーションの充実 

       看護小規模多機能型居宅介護事業所の登録者増 

     ウ 電子カルテシステムの安定運用とデータの有効活用 

エ サービス付き高齢者向け住宅事業の健全な経営を図る 

 

 

５４ 公立久米島病院（平成２４年４月１日沖縄離島医療組合から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院    病床数 ４０床 

              年間患者数 ９，５２７人（一日平均 ２６．１人） 

              病床稼働率 ６５．２％ 

     イ 外 来    年間患者数 ４２，１０８人（一日平均 １７４．０人） 

     ウ  介護保険 

         （ア）訪問看護         年間利用者数  ７２６人（一日平均 ３．０人） 

（イ）訪問リハビリ    年間利用者数  ６０５人（一日平均 ２．５人） 

（２）施設機器設備整備計画（行政対応） 

     ア 医療機器 

       ・デジタルX線透視撮影装置          （行政対応） 

・骨密度測定装置              （行政対応） 

・除細動器                 （行政対応） 

イ 事務機器  パソコン・ファイルサーバー   （行政対応） 

     ウ 施設設備  衛星通信アンテナ設置      （行政対応） 

（３）へき地医療の支援に関すること 

沖縄県内離島診療所への看護師支援を行う。 
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（４）研修に関すること 

ア 研修医、研究生、実習生の積極的な受入れ。 

イ 医師、医学生、看護学生、コメディカル等に、地域における研修の場を提供する。 

ウ 沖縄県立看護大学大学院の島嶼看護講座開設。 

ビデオ会議システムを利用し、働きながら大学院で勉強できる環境を提供する。 

エ 薬剤師のリカレント研修の受入れ。 

オ NPの離島研修先としての受入れを検討。 

（５）奨学金の貸与 

久米島町、久米島高等学校と連携を取り、町に奨学金制度、さいたま看護学校の推薦入試（地域枠 

の利用）を積極的に薦める。 

（６）その他特記事項 

ア 安定的な運営を図るため病院職員の確保を図るとともに久米島町に定着する医療スタッフの 

確保に努める。 

イ リハビリ事業の充実に努める。 

ウ 久米島町及び、離島医療組合等の行政機関との連携を強化する。 

エ 沖縄地域医療センターとの業務連携強化する。 

オ 久米島町と共同して、島民の「健康プロジェクト」を推進する。 

カ 子供検診や予防接種等、町からの委託事業に積極的に取り組む。 

キ 小学校・中学校・高等学校生の職場体験への参加を推進し、将来の久米島での医療従事者の育 

成につなげる。 

 

 

５５ 嬬恋村国民健康保険診療所（平成２４年４月１日開設、嬬恋村から指定管理） 

（１）診療所業務  

ア 外来   年間患者数  ８，９００人 （一日平均 ３５．５人） 

イ 健康診断 年間利用者    ３１０人 

（２）研修医・研修生の受け入れ 

医師・医学生・看護学生に、地域における研修の場を提供する。 

（３）施設機器設備整備 

医療機器 令和8年度の医療体制の充実を図る中で必要な機器の購入 

電子カルテの更新 

（４）その他特記事項 

嬬恋村における保健、福祉、医療施設との連携、支援 
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５６ 伊豆下田診療所（平成２４年５月１日開設 直営） 

（１）診療業務   

外 来  年間患者数 ６，２５４人（一日平均 ２３．６人） 

訪問診療 年間患者数   １０８人（一日平均  ０．４人） 

（２）その他特記事項等 

ア 伊豆今井浜病院との連携 

     イ 近隣の介護施設との連携、支援 

ウ 訪問診療を増やし、可能な限り在宅医療を行う 

エ 船員健診、企業健診等健康診断件数増加による増患 

オ 帯状疱疹、インフルエンザ等予防接種件数増加による増患 

 

 

５７ 真鶴町国民健康保険診療所（平成２５年８月１日開設、真鶴町から指定管理） 

（１）診療業務 

  ア 外 来           年間患者数 １１，９３１人（一日平均４１．０人） 

イ 介護保険 

       居宅療養管理指導      年間利用者数   ６６９人（一日平均 ２．３人） 

       看護小規模多機能型居宅介護 年間利用者数 ６，０５９人（一日平均１６．６人） 

    訪問看護ステーション    年間利用者数 ３，４０２人（一日平均 １４．０人） 

（２）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

イ 研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（３）その他特記事項 

     ア 在宅医療・看多機におけるターミナルケアの充実 

イ 住民健康診断等の保健事業の充実 

  ウ 近隣医療機関、介護施設との連携強化、地域包括ケアネットワークの構築 

（ア）神奈川県西部地区のケアマネ連絡会やリハビリ連絡会との連携強化 

（イ）在宅医療の受け入れ先として、近隣二次医療機関の連携室との連携構築 

     エ 地域への情報発信 

       地域の介護者、高齢者に対して健康や、地域医療についての情報発信を行う。 

     オ 看護師・看護小規模多機能型居宅介護関連職種の人材確保を進める。 
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５８ 今泉記念館ゆきあかり診療所（平成２５年１０月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 外  来    年間延患者数 １０，０００人（一日平均 ３６．５人）  

     イ 健康診断    年間利用者数    １１５人 

     ウ 予防接種    年間利用者数  ２，６００人 

     エ 往診・訪問診療 年間延患者数    ３６０人 

（２）へき地医療の支援に関すること 

湯沢町保健医療センターとの医師連携 

（３）研修に関すること 

ア 湯沢町保健医療センターで受け入れている研修医、医学生、看護学生に、診療所を研修・ 

実習の場として提供。 

イ 本部地域医療研究所の依頼により、医学生の実習受け入れを行っている。 

（４）その他特記事項等 

ア 在宅療養支援診療所として在宅医療の充実・強化 

イ 保健予防活動の強化（健康診断・各種予防接種等） 

ウ 地域住民・学校への啓発活動を通した地域保健活動（講和会・グループワーク等の参加） 

     エ 南魚沼郡市介護認定審査会・介護保険事業計画検討委員会への参加 

     オ 南魚沼市乳幼児健診、就学時健診への協力 

     カ 学校医・保育園嘱託医契約 

キ 地域企業への出張インフルエンザ予防接種 

ク 近隣医療機関、訪問看護ステーションとの連携 

ケ 特別養護老人ホーム、障害者支援施設との嘱託医契約 

 

 

５９ 六ヶ所村医療センター（六ヶ所村地域家庭医療センター及び六ヶ所村介護老人保健施設ニッコウキス

ゲ）（平成２６年４月１日開設、六ヶ所村から指定管理） 

（１）診療業務（外来稼働日数 ２４２日） 

  ア 入 院    病床数     １９床 

              年間患者数   ４，５６３人（一日平均 １２．５人） 

              病床稼働率   ６５．８％ 

     イ 外 来    年間患者数   ２７，９５６人（一日平均 １１６．０人） 

     ウ 訪問診療   年間件数    ２４０件（月平均 ２０．０件） 

     エ 健康診断   年間利用者数  ３，２０５人（一日平均  １３．３人） 

     オ 意見書作成  年間作成件数  ２８８件（月平均 ２４件） 

     カ 訪問看護   年間利用者数  １，０８０人（月平均 ９０人） 
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（２）歯科診療業務（稼働日数 ２４２日） 

     外 来      年間患者数   ３，０１３人（一日平均 １２．５人） 

（３）介護老人保健施設業務 

     定 員 ２９人（短期入所５人を含む。） 

     ア 入 所    年間入所者数  ９，６７３人（一日平均 ２６．５人） 

     イ 短 期    年間入所者数  ５４８人（一日平均 １．５人） 

              ベッド利用率  ９６．６％（一般入所・短期入所合算） 

     ウ 通所リハビリテーション（定員２５人） 

              年間利用者数  ４，４８３人（一日平均 １８．６人） 

              稼働率     ７４．４％ 

（４）施設機器設備整備 

     ア 医療機器  MRI装置他（更新）（行政対応） 

     イ 事務機器  複合機他（更新）（行政対応） 

     ウ その他   温冷配膳車他（更新）（行政対応） 

（５）研修に関すること 

ア 臨床研修協力施設として協会内、協会外、海外の研修医受け入れ 

イ 医学生、看護学生、医療技術職学生、中高校生等の研修及び実習の受け入れ 

（６）その他特記事項 

ア 災害救助時にも使用可能なヘリポートを有し、青森県ドクターヘリ救急搬送を利用している 

イ 特定健診の取り組みを行う 

ウ 低線量肺がんCT検診の実施 

エ 眼科診療外来（診療月１回以上）及び白内障、眼瞼下垂症手術の継続 

オ 発熱外来の継続 

カ 在宅医療の充実 / 在宅利用者に対する訪問看護（医療、介護）・リハビリ・栄養指導等の充実 

を図る 

キ 検診・学校医等の協力 / 地域保健活動に関する協力を継続する 

ク 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る 

ケ 東通地域医療センターとの連携及び支援を行う 

コ 病後児保育（六ヶ所村事業）への看護職員派遣 

 

 

６０ 戸田診療所（平成２６年４月１日開設、沼津市から指定管理） 

（１）診療業務 

     外 来  年間患者数  １６，９３６人（一日平均 ５８．４人） 
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（２）保健予防活動 

     ア 健康診断・がん検診  年間利用者数   １，０２２人 

    イ 予防接種       年間利用者数   １，６１６人 

     ウ 特定健診       年間利用者数     ３４８人 

（３）その他特記事項 

ア 巡回診療の充実（月２回） 

イ 近隣医療機関との連携 

ウ 近隣施設と嘱託医契約を締結 

 

 

６１ 西浅井地区診療所（平成２７年４月１日開設、長浜市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数  １３，５００人（一日平均 ５３人） 

       イ  介護保険 

         （ア）訪問看護           年間利用者数  ３００人（一日平均 １．７人） 

（イ）居宅療養管理指導   年間利用者数  ７２０人（一日平均 ３．５人） 

（ウ）訪問リハビリ    年間利用者数 ６８０人（一日平均 ３．３人） 

（２）へき地医療の支援に関すること 

     へき地医療出張診療所 

     ・塩津出張診療所 （週２回） 

     ・菅浦出張診療所 （月２回） 

（３）研修に関すること 

     研修生の受け入れ 

・医学生、初期臨床研修医等に対して地域における研修の場を提供  

・地域医療研修 

（４）その他特記事項 

ア 在宅医療の充実を図る 

     在宅利用者に対する診療、看護、リハビリなどの充実 

     イ 健康教室（出向き型）や体操教室（施設利用型）の実施 

ウ  中学生の職場体験受入れ 

エ 診療所通信やホームページを活用した情報発信 

オ 多職種連携研修会を定期的に開催 

     カ 乳幼児健診及び地域の学校医としての保健指導の実施 

     キ 地域の行事（マラソン大会や各種イベント）での医療救護支援 

ク 地域医療総合診療プログラムの実施 
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６２ 揖斐川町谷汲中央診療所（平成２７年４月１日開設、揖斐川町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来       年間患者数  ５，５４５人（一日平均 ２３．３人） 

イ 介護保険 

訪問看護      年間利用者数  年間延べ２３．８人（一月平均１．９８人） 

居宅療養管理指導   年間利用者数 ５２４人（一日平均 ２．２人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断 年間受診者数 １４３件  

     イ 予防接種 年間接種者数 ４２７件  

     ウ その他  近隣小中学校、事業所の健康管理等の委託 

（３）へき地医療の支援に関すること 

ア 揖斐郡の北西部４地域における保健・福祉・医療の連携・支援及び周辺地域の代診の要望に対

応する。 

イ 町と連携し、谷汲地区における保健・福祉・医療施策等の支援・調整を行う。 

（４）研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（５）保健指導 

町と連携し住民の保健指導を行う。 

（６）その他特記事項等 

     ア 機能強化在宅支援診療所として、２４時間体制にて診療を行う。 

イ 訪問診療・在宅医療・ターミナルケア等（認知症高齢者グループホーム等を含む。）の充実を図

る。 

ウ 障害者施設の緊急時における対応 

     エ 引き続き近隣協会施設である春日診療所、久瀬診療所、いびがわ診療所と連携を図り効率的な

地域医療に邁進するため揖斐川町と山間部の診療所の在り方について協議中である。 

オ 地域住民とのサロン（交流会）への参加 

カ 管理者がいびがわ診療所での内視鏡検査を実施 

 

 

６３ 米原市地域包括医療福祉センター（平成２７年１０月１日開設、米原市から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 外 来        年間患者数 ２５，８７２人（１日平均  ９８．０人） 

イ 往診・訪問診療    年間患者数  ５，５４４人（１日平均  ２１．０人） 

ウ 居宅療養管理指導   年間利用者数 ３，１６８人（１日平均  １２．０人） 

エ 訪問リハビリ     年間利用者数 ３，０１２人（１日平均  １２．５人） 

オ 通所リハビリ     年間利用者数 ２，５２２人（１日平均  １３．０人） 

67



（２）児童のための社会福祉事業 

     ア 児童発達支援センター業務 

（ア）児童発達支援業務  定員２０名  

年間利用者数 ２，８９２人（１日平均 １２．１人） 

      （イ）放課後等デイサービス 定員２０名 

年間利用者数  ５，８０８人（１日平均 ２２．０人） 

      （ウ）保育所等訪問事業    ６５０件 

      （エ）障害児相談支援事業 プラン作成対象者 １２０人 

     イ 病児・病後児保育業務  定員６名 

年間利用者数  ３５０人（１日平均  １．４人） 

（３）地域包括支援センター業務 

   米原近江地域包括支援センターと山東伊吹地域包括支援センターの運営を行う。 

     ア 各種相談      相談件数  １，８００件／年 

     イ ケアプラン     作成件数  ３，５００件／年 

     ウ 権利擁護事業    年間 ４０ケース 

     エ 地域ケア個別会議等 

（４）研修に関すること 

     ア 臨床研修協力施設として研修医を受け入れる。 

     イ 医師、医学生・看護学生・医療技術職学生等に地域研修の場を提供する。 

（５）その他特記事項 

     ア 在宅支援の充実 

（ア）在宅利用者に対する診療、訪問リハビリの充実を図る。 

（イ）在宅療養支援診療所として在宅支援を行う。 

イ 他職種連携研修会を定期的に実施する。 

ウ 乳幼児健診及び学校医、幼稚園医、保育園医として保健指導を行う。 

 

 

６４ 介護老人保健施設市川ゆうゆう（平成２８年４月１日開設 市川市から経営委譲） 

（１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所 定員１５０人（短期入所含む。）   

年間入所者数  ４８，１８０人（一日平均 １３０.０人）ベッド利用率８６.７％ 

  イ 通所リハビリ 定員２０人 

年間利用者数   ４，９００人（一日平均 ２０.０人）稼動率１００.０％ 

 

 

 

68



（２）研修に関すること 

  ア 介護福祉士学生、看護学生、リハビリ学生、特別支援学校生徒等に対し地域における研修の場

を継続して提供する 

  イ 職員の外部研修及び学会への積極的参加 

  ウ 介護無資格者に対する研修、教育体制の構築 

（３）その他特記事項等 

     ア 在宅復帰・在宅療養支援の強化 

     イ リスク・感染対策の強化 

     ウ リハビリテーション機能の充実 

   エ チーム意識の醸成 

     オ 講演会開催、施設内行事などを通じた地域への情報発信・地域連携の推進 

     カ 介護報酬上位加算の維持 

     キ 外国人、障碍者、高齢者など多様な雇用の促進 

     ク 介護職の高校生を含む積極的な新卒者採用の継続、リハビリ職及び看護職の新卒者採用推進 

     ケ 各種マニュアルの整備・見直し 

     コ 業務の統一化・効率化の推進 

     サ 地域とのかかわりの更なる強化 

     シ 通所型短期集中予防サービス事業の継続実施 

 

 

６５ 鳥羽市立長岡診療所 （平成２８年４月１日開設 鳥羽市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 ３，５６７人（一日平均 １４．８人） 

     イ 介護保険 

      （ア）訪問看護             年間利用者数  １６９人（一日平均 ０．７人） 

（イ）訪問リハビリテーション 年間利用者数  ５７８人（一日平均 ２．４人） 

（２）研修に関すること 

ア 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生に地域における研修の場を提供する。 

イ 実地見学・研修の場の提供 

地域の希望施設からの実地見学・研修の場を提供する。 

（３）へき地医療の支援に関すること 

へき地等への医師派遣・代診を行う。 

 

 

 

69



（４）その他特記事項等 

ア 近隣無医地区への診療支援開始 

イ 学校保健、近隣介護施設等への協力 

ウ 三重県立志摩病院との連携強化 

エ 伊勢志摩地域医療支援センターとの事務業務連携 

 

 

６６ 竹富町立黒島診療所 （平成２８年４月１日開設 竹富町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 １，４６４人（一日平均 ６.１人） 

     イ 予防接種 年間患者数 ８６人 

（２）施設機器設備整備 

     薬用冷凍冷蔵庫（へき地診療所等施設整備補助事業） 

（３）研修に関すること 

研修医・研修生受け入れ 

     沖縄地域医療支援センターと連携し、医師・医学生等に、地域における研修の場を提供 

（４）その他特記事項等 

ア 在宅医療の充実 

イ 地域住民への啓発活動を通した地域保健活動 

ウ 地域保健活動への協力（健康診断・予防接種等） 

エ 竹富町役場と連携し二次健診事業への協力 

オ 保育所、学校保健への協力 

カ 専門医派遣巡回診療支援事業の充実 

キ 沖縄本島、石垣島内の医療機関・介護施設等との連携強化 

ク 沖縄地域医療支援センターとの事務業務連携 

ケ 電子カルテ運用開始（ＢＣＰ対策として黒島・竹富の相互参照可能とする） 

 

 

６７ 奈良市立興東診療所（平成２８年６月１日開設、奈良市から指定管理） 

（１）診療業務 

      外 来 年間患者数 ４３６人（一日平均 ４．８人） 

（２）へき地医療の支援に関すること 

へき地等への医師派遣・代診を行う。 
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（３）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（４）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

 

６８ 日光市立小来川診療所（平成２９年４月１日開設 日光市から指定管理） 

（１）診療業務 

     外 来  年間患者数 ７１８人（一日平均 ７.８人） 

（２）施設機器設備整備  

     レントゲン、心電図、超音波診断装置  （行政対応） 

（３）日光市民病院との連携 

     ア 職員（看護師等）相互派遣 

     イ 医療の連携 

（４）その他特記事項 

     令和７年４月より指定管理更新（３年間） 

 

 

６９ 恵那市国民健康保険山岡診療所（平成２９年４月１日開設 恵那市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 ６，４３９人（一日平均 ２６．５人 診療日数 ２４３日） 

       イ  在宅医療 市立恵那病院をはじめとする関係諸機関と連携の上、往診・訪問診療等の在宅医療 

の強化を図る。 

       ウ  公衆衛生 各種予防接種及び健診事業を推進する。 

      （ア）特定健診等 年間受信者   ４３０件 

      （イ）予防接種  年間接種者   ９００件 

      （ウ）その他   近隣幼稚園、小中学校、事業所の健康管理医、産業医の受託 

（２）施設機器設備整備 

ア 電子カルテシステム（行政対応） 

イ 婦人科外来開設関係（行政対応）超音波診断装置・内診台・診療ユニット 

（３）研修に関すること 

     研修医の受け入れ 

     市立恵那病院、東農厚生病院、保健所等の研修医の地域医療の研修の場として積極的に受け入れる。 
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（４）その他特記事項等 

     ア 医療連携会議等で地域包括ケアシステムの関係部署との連携を強化し、地域医療に貢献すると 

ともに外来患者の増加を図る。（近隣の町村にも訪問診療を拡大していく） 

イ 地域医療支援として実施している週１回外来診療時間の延長を継続する。 

ウ 医療ＤＸの活用など医療の多様性に対応していく。 

現在行っている公民館のオンライン診療を拡大していく。 

エ 生活習慣病指導管理料、外来栄養指導料などの指導強化など医療の質の向上及び行政との連携 

を図る。 

オ 訪問診療・訪問看護等のさらなる充実を図る。在宅療養支援診療所の取得を検討していく。 

カ 同協会施設運営の市立恵那病院と連携を図り婦人科外来を開設する。 

キ 健康診断の受診率向上（随時検査の導入など）に取り組む。 

     ク 地域の学校等で医療従事者による講習などの保健予防活動を実施していく。 

     ケ 外来予約制度を浸透させ時間の効率化を図る。効率化した時間で訪問診療の拡大、協会内施設 

への看護師支援を行っていく。 

     コ 市内国保診療所でも電子カルテ導入を検討しており、当診療所の電子カルテ更新の時期が重な 

ったことから行政と協働して導入を計画していく。また電子カルテの性能のみではなく、費用 

削減として保守料金の安価なメーカーも検討していく。 

 

 

７０ 恵那市介護老人保健施設ひまわり（平成３０年４月１日開設 恵那市から指定管理） 

（１）老人保健施設業務 

     ア 入所 定員９９人（入所・短期入所合計） 

年間入所者数  ３１，０２５人（一日平均 ８５．０人） ベッド利用率８５．９％ 

     イ 通所リハビリ 定員１５人 

年間入所者数  ３，１６８.０人（一日平均 １３．２人） 稼動率８８.０％ 

（２）施設機器設備整備  

     ア 医療機器  ベッド等更新（行政対応） 

     イ 施設設備  トイレ排水管修理（行政へ要望） 

（３）その他特記事項等 

ア 高校生インターンシップ・福祉体験等の受け入れ継続 

        イ 障害者雇用の促進 

  特別支援学校からの施設見学、インターンシップの受け入れ 
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７１ 介護老人保健施設富谷の郷（平成３０年６月１日開設 直営） 

（１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所   定員 １００人 （入所・短期入所合計） 

年間入所者数 ３４，３１０人（一日平均 ９４．０人） ベッド利用率９４％ 

     イ 通所リハビリ 定員２５人   

年間入所者数 ３，１３３人（一日平均 １３．０人） 稼動率５２％ 

（２）その他の特記事項 

     ア 幅広い利用者の受け入れ、安定したベッド稼働、在宅生活が続けられる支援。 

     イ 身体機能の強化と共に活動と参加を念頭に生活能力向上を図り、環境整備等にも注力した 

       リハビリテーションを確立する。また、利用者一人ひとりに対応した目標管理を行う。 

     ウ 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る。 

     エ 地域イベントへの参加などによる地域に開かれた施設作り。 

     オ 積極的なボランティア、実習生及び体験実習の受け入れ。 

     カ 近隣市町村の医療機関や施設、居宅介護支援事業所との連携強化。 

     キ 地域コミュニテケーションの場として施設の積極活用。 

 

 

７２ あま市民病院（平成３１年４月１日開設 あま市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入院    病床数    １８０床 

          医科 年間患者数 ５５，４８０人（一日平均 １５２．０人） 

歯科 年間患者数  １，０９５人（一日平均   ３．０人） 

             病床稼働率   ８６．１％ 

     イ 外来 医科 年間患者数 ５５，４３０人（一日平均 ２３０．０人） 

          歯科 年間患者数  ４，８２０人（一日平均  ２０．０人） 

ウ  介護保険 

訪問看護  年間利用者数    ５８８人（一日平均  ２．４人） 

     エ 健診    年間利用者数 ２，４７２人（一日平均 １０．３人） 

  （２）研修に関すること 

     日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院、名古屋市立大学病院、済生会宇都宮病院からの 

 研修医受け入れを行う。 

（３）奨学金の貸与 

看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（４）その他特記事項 

     ア 医科歯科連携として、歯科医師会との診療連携を深める。 

     イ 薬薬連携として、薬剤師会・調剤薬局との勉強会を開催。 
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     ウ 自治体等関係機関との共同企画に参加。 

     エ ヘルスプロモーションの取り組みとして、市民・関係機関との研修会を企画。 

     オ 救急医療の取り組みとして、消防隊との調整会議開催。 

     カ 災害医療対策として、広域防災への訓練参加、BCP・防水対策への取り組み。 

   キ 訪問診療、訪問看護、訪問リハ、マンモグラフィ、エコー検査の件数増加を目指す。 

   ク 協会けんぽ受託施設として、協会けんぽ加入者の健診件数増加を目指す。 

   ケ 地域包括ケア病棟 1、回復期リハビリ病棟1 の維持、病棟薬剤業務実施加算の維持、入院一般

基本料2を維持する。 

     コ DPC算定病院として、適正な病床管理を継続する。 

     サ 循環器内科オンコール体制の継続により、救急患者受け入れ増加に努める。 

     シ 連帯保証人代行制度の導入により、未収金の減少を図る。 

 

 

７３ 古里診療所（令和元年９月１日開設 奥多摩町から指定管理） 

（１）診療業務 

      外 来  年間患者数 ４，３００人（一日平均 ２０．０人） 

    （２）施設機器設備整備  

     患者送迎車の入れ替え（行政対応） 

（３）その他特記事項等 

ア 保健予防事業として特定健診・予防接種等を行う 

イ 外来栄養指導を行う 

 

 

７４ 君津市国保小櫃診療所（令和２年４月１日開設 君津市から指定管理） 

（１）診療業務 

      外 来  年間患者数  ４，６９６人（一日平均 １９．９人） 

     訪問診療 年間件数   ４９１件 

（２）その他特記事項 

ア 保健予防事業として特定健診・高齢者健康診査・予防接種等を行う 

     イ 訪問診療の充実を図る 

ウ 外来栄養指導を行う 
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７５ おきたまフラワークリニック（令和２年７月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 ８，２６０人（一日平均 ２９.５人） 

            稼働日数     ２８０日 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断 年間受診者数    ３０件  

     イ 予防接種 年間接種者数   ６００件  

     ウ その他  近隣小学校の健康管理等の委託 

（３）研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する 

（４）その他特記事項等 

ア 近隣医療機関等との連携強化 

イ 在宅医療の充実を図る  

     ウ CTを用いた簡易人間ドック（プチ人間ドック）※磐梯にて実施中 

       の検討 

エ 次世代のスタッフ育成 

 

 

７６ 竹富町立竹富診療所（令和３年４月１日開設 竹富町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 １，６８０人（一日平均 ７.０人） 

     イ 予防接種 年間患者数   １４０人 

（２）研修に関すること 

研修医・研修生受け入れ 

沖縄地域医療支援センターと連携し、医師・医学生等に地域における研修の場を提供 

（３）その他特記事項等 

ア 在宅医療の充実 

イ 地域住民への啓発活動を通した地域保健活動 

ウ 地域保健活動への協力（健康診断・予防接種等） 

エ 竹富町役場と連携し二次健診事業への協力 

オ 保育所、学校保健への協力 

カ 沖縄本島、石垣島内の医療機関・介護施設等との連携強化 

キ 沖縄地域医療支援センターとの事務業務連携 

ク 電子カルテ運用開始（ＢＣＰ対策として黒島・竹富の相互参照可能とする） 
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７７ とくぢ地域医療センター（令和３年５月１日開設 直営 令和４年１１月山口市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 １３，６００人（一日平均 ４６．８人） 

            稼働日数     ２９２日 

     イ 介護保険 

      （ア）訪問看護     年間利用者数 １２０人 （一日平均 １．３人） 

（イ）訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 年間利用者数   ６０人 （一日平均 １．４人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断・特定健診・がん検診  年間受診者数    ３００件 

イ 予防接種            年間接種者数  １，３８０件  

ウ 近隣施設の健康管理等の受託 

特別養護老人ホームの嘱託医を令和８年から受託 

（３）その他特記事項等 

ア  山口市徳地診療所、山口市串診療所の指定管理 

第２期（令和７年度から３年間）の２年目 

イ 巡回診療車を使用した無医地区への巡回診療（令和７年度から指定管理事業） 

医療MaaSの効果的な運用（月２回、第２・第４水曜日） 

近隣自治体への巡回診療車の貸出し 

ウ プライマリケアの充実 

エ 徳地地域におけるへき地診療所及びかかりつけ医の役割の遂行 

オ 在宅サービス（訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ）の充実を図る 

カ 地域医療懇話会への参加など地域に密着した連携及び支援 

   キ 医療、看護、メディカルスタッフ研修の積極的な受入れ 

ク ﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影装置及び電子カルテシステムの更新を予定 

 

 

７８ 豊頃町立豊頃医院（令和３年１１月１日開院、豊頃町から指定管理） 

 （１）診療業務 

  ア 外 来   

豊頃医院  年間患者数  ４，０９７人（一日平均 １７．０人） 

        大津診療所 年間患者数    ３７５人（一日平均  ７．５人） 

※大津診療所へは、週１日診療 

（２）研修医・医学生受け入れ 

     医師、医学生等に、地域における研修の場を提供する 
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（３）その他特記事項等 

ア 在宅医療・ターミナルケアの充実を図る。 

イ 地域ケアマネージャー等との連携を図る。 

（４）へき地医療の支援に関すること 

十勝いけだ地域医療センターとの連携（医師・検査の支援） 

 

 

７９ 介護老人保健施設あやがわ（令和４年４月１日開設 綾川町から指定管理） 

 （１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所     定員 ６０人 （入所・短期入所合計） 

年間入所者数 ２０，５８６人（一日平均 ５６．４人）  

ベッド利用率 ９４％ 

     イ 通所リハビリ 定員２５人   

年間通所者数 ５，５２６人（３０７日） 

（一日平均１８．０人）  

稼動率 ７２．０％ 

（２）その他の特記事項 

     ア 幅広い利用者の受け入れ、安定したベッド稼働、在宅生活が続けられる支援。 

     イ 身体機能の強化と共に活動と参加を念頭に生活能力向上を図り、環境整備等にも注力したリ 

ハビリテーションを確立する。また、利用者一人ひとりに対応した目標管理を行う。 

     ウ 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る。 

     エ 地域イベントへの参加などによる地域に開かれた施設作り。 

     オ 近隣市町村の医療機関や施設、居宅介護支援事業所との連携強化。 

     カ 高校生インターンシップ・福祉体験等の受け入れ。 

 

 

８０ 志摩市立浜島診療所（令和４年４月１日開設 志摩市から指定管理） 

（１）診療業務 

      ア 外 来           年間患者数 ６,５０７人（一日平均 ２７．０人） 

     イ 介護保険 

      （ア）訪問看護             年間利用者数  ４８人（一日平均 ０．２人） 

（イ）訪問リハビリテーション 年間利用者数  ８３１人（一日平均 ３．５人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断 年間受診者数 ２０８件  

     イ 予防接種 年間接種者数 １８１件 
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  （３）その他特記事項等 

     ア 三重県立志摩病院との連携強化 

イ 伊勢志摩地域医療支援センターとの事務業務連携 

 

 

８１ 有田市立病院（令和５年４月１日開設 有田市から指定管理） 

  （１）診療業務 

     ア 入 院 〔～令和９年２月２８日〕 病床数 １４１床  

〔令和９年３月１日～〕  病床数 １２０床 

       年間患者数 ２７,７７６人（一日平均 ７６．１人） 

       病床稼働率 ５４．０％ 

     イ 外 来  年間患者数   ５２，８００人（一日平均 ２２０．０人） 

       ウ  介護保険 

          訪問看護  年間利用者数   １２，０００人（一日平均 ５０．０人） 

（２）施設機器設備整備  

     ア 医療機器（協定に基づく行政対応 ※下記（5）） 

       МＲＩ      

放射線画像診断機器一式（一般撮影装置・X-TV撮影装置、他） 

       中央材料機器一式（高圧蒸気滅菌機・プラズマ滅菌機、他） 

臨床検査機器一式（生化学自動分析装置・免疫測定装置・血液ガス分析装置、他） 

       特殊診療機器一式（耳鼻科診療ユニット、尿流量測定装置、他） 

       天井懸垂式医療機器（無影灯、シーリングペンダント、他） 

       汚物処理装置一式（ベッドパンウォッシャー、マセレーター） 

       リハビリ機器一式（運動負荷モニタリングシステム、他） 

       採血管準備システム一式（採血管準備装置、ハルンカップラペラ、他） 

       超音波画像診断装置一式 

       調剤機器一式（錠剤分包機、注射薬払出装置一式、他） 

       眼科機器一式（眼底カメラ、視力検査装置、他） 

生体情報システム関連一式（生体情報モニタ、ＡＥＤ、心電計、他） 

イ 什器備品類（購入 ※下記（5）） 

待合椅子、ナーカスート、ナースピット 

  （３）研修に関すること 

     研修生の受け入れ 

 薬剤師・理学療法士・作業療法士・看護師等（学生）における研修の場を提供 
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  （４）奨学金の貸与 

   ア 薬剤師・看護師確保のため、薬学部・看護学校入学者に対し入学後の奨学金の貸与を行う 

     イ 新卒薬剤師の大学在籍期間中の公的貸与型奨学金を受けた方への奨学金返還一部補助 

  （５）新病院建設に関すること 

     ア 令和９年３月１日開院予定（令和８年１１月竣工） 

     イ 新病院開院にあわせ、回復期リハビリテーション病棟開設予定 

     ウ 有田市との基本協定において、病院事業債の元利償還金から国の交付税額を控除した２分の１ 

       を負担することとなっている。新病院建設費用および機器更新費用について、建設負担金の見 

直しや政策的医療交付金の増額、赤字補填などに関する積極的な協議を行う。 

    〔新病院建設工事費用〕８，１３７，３００千円 ※交付税額を控除した額の２分の１負担 

    〔医療機器購入費用〕 １，８０３，９００千円 ※ 〃 

    〔病院事業債対象外什器等〕１３０，０００千円 ※事業債対象外かつ100万円未満は協会負担 

  （６）その他特記事項等 

     ア 災害拠点病院の維持 

     イ 救急医療の充実を図る 

     ウ 在宅医療の充実を図る 

     エ 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る 

     オ 各種サービス（医療・介護）の現状や住民のニーズを把握し、それに伴った規模 

の再考、人員配置含め適切な経営を遂行する 

     カ 居宅介護支援事業所の開設 

     キ 病児・病後児保育事業 定員３名 

 

 

８２ いびがわ診療所（令和 5年11月1日開設 揖斐川町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外  来      年間患者数  １６，８７０人（１日平均 ７０．０人） 

イ 介護保険 

訪問看護      年間利用者数  年間延べ５８人 （１日平均  ０．２人） 

訪問リハビリ    年間利用者数  年間延べ１２１人 （１日平均 ０．７人） 

居宅療養管理指導   年間利用者数   年間延べ２，３６２人（１日平均  ９．８人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断 年間受診者数   ４８７件  

     イ 予防接種 年間接種者数 １，８９０件  

     ウ その他  近隣小中学校、事業所の健康管理等の委託 
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（３）へき地医療の支援に関すること 

ア 揖斐郡の北西部４地域における保健・福祉・医療の連携・支援及び周辺地域の代診の要望に対

応する。 

イ 町と連携し、揖斐川町における保健・福祉・医療施策等の支援・調整を行う。 

（４）研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（５）保健指導 

町と連携し住民の保健指導を行う。 

  （６）その他特記事項等 

ア 揖斐厚生病院の引継ぎ患者の継続や町内の医療機関閉院等に伴う受け入れを行う。 

イ 高齢者が増加する地域であることを踏まえ、複数の疾患をもつ高齢者に対して、特定の疾 

患・臓器に限定せず、幅広い診療を行う「総合診療」体制を整備する。 

ウ 山間地域、サテライトオフィスで行ってきた在宅医療について、町内で継続しつつ、在宅医

療の拡大を図る。 

エ 在宅医療のサポート事業として、みなし訪問看護、新規に訪問リハビリを行う。 

オ 山間へき地の医療の維持、確保するための事業とし、久瀬、春日、谷汲、藤橋、坂内の各診 

療所における医療支援の拠点として人材確保、育成の役割を担い、行政と協力し山間へき 

地の住民の健康維持等に努めていく。 

カ 地域住民とのサロン（交流会）への参加 

キ フレイル外来を実施し、要介護となる危険性へのケア・予防に努める 

ク 小児科外来を実施し、若年世帯の安心した生活を支える。 

ケ 山間部診療所のオンライン診療のサポート、移動診療車の導入を推進する。 

コ 町の特定健診結果を活用し、胃・大腸カメラ検査の推進や胃がん健診事業を受託し、住民の 

健康増進に努める。 

サ 物理療法、疾患別リハビリテーションを開始し、要介護予防や機能回復に努める。 

シ ＷＩＳＣ検査、障害児保育、幼児教育を導入し、小児科分野での地域ニーズに応える。 

 

 

８３ 西予市民病院（令和７年４月１日開設 西予市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院   病床数   １１１床 

             年間患者数 ２５，９５２人（一日平均 ７１．１人） 

             病床稼働率 ６４．１％ 

イ 外 来    年間患者数 ３５，３５５人（一日平均 １４６．７人） 
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ウ 保健予防活動 

（ア）人間ドック     年間利用者数     ４３人 

      （イ）健康診断       年間利用者数   ６８９人 

      （ウ）予防接種      年間利用者数   ５８２人 

（２）へき地医療の支援に関すること 

     へき地医療拠点病院の役割として、近隣の診療所へ医師の派遣を行い地域医療の確保に努める。 

     ア へき地診療所へ医師の派遣を行う 

   松野町国民健康保険中央診療所、西予市国民健康保険土居診療所への医師派遣 

  （３）救急医療に関すること 

     西予市内で唯一の二次救急病院として24時間365日、救急患者を受け入れする。 

  （４）在宅医療に関すること 

訪問診療を行い、在宅看取りにも対応する。 

（５）施設機器設備整備（行政対応） 

     ア 生化学分析装置 ２台  

     イ 免疫分析装置 

ウ 超音波診断装置 Vscan Air SL ２台 ／ Vscan Air CL １台 

     エ 単票式薬袋プリンタ 

     オ 昇降式平行棒 

（６）研修に関すること 

     ア 愛媛大学医学部地域医療・総合診療学講座 野村サテライトセンターで医学部学生の地域医療 

実習を行う（病棟実習） 

       ・愛媛大学医学部５年生の実習 

     イ 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる 

     ウ 臨床検査技師、管理栄養士、理学療法士等の医療技術職を目指す学生の実習を受け入れる。 

     エ 中学生、高校生の職場体験の受け入れ 

（７）地域包括ケアの取り組み 

     ア 介護施設との連携を強化し、協力医療機関として介護施設からの患者の受け入れを行う。 

     イ 訪問看護ステーションとの連携し、在宅医療の支援を行う。 

     ウ 居宅介護支援事業所と連携し、在宅復帰の支援を行う。 

  （８）その他特記事項等 

     ア 電子カルテの更新に向けて検討を進める。 

     イ 救急の広域化について検討を進める。 
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８４ 野村地域医療センター（令和７年４月１日開設、西予市から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 外 来  年間外来患者数 ３１，５７１人（一日平均 １３１．０人） 

イ  介護保険 

（ア）訪問看護           年間利用者数    ６２７人（一日平均 ２．６人） 

（イ）居宅療養管理指導   年間利用者数    １９３人（月平均 １６人） 

（ウ）訪問リハビリ    年間利用者数 １，８３２件（一日平均 ７．６件） 

     ウ 保健予防活動 

          （ア）人間ドック     年間利用者数   ６６人 

          （イ）健康診断       年間利用者数  １５６人 

          （ウ）予防接種      年間利用者数  ９９０人 

（２）介護老人保健施設業務（短期入所含む） 

     ア 入所      定員１００人（短期入所含む）   

年間入所者数 ３２，３３９人（一日平均 ８８.６人）  

ベッド利用率 ８８．６％ 

イ 通所リハビリ 定員３５人  

年間通所者数 ５，４６９人（一日平均 ２１．１人） 稼動率６０．３％ 

祝日及び年末１２月３１日まで営業 

（３）へき地医療の支援に関すること 

     ア 診療所の診療支援を行う。 

週１回、西予市国民健康保険土居診療所へ医師を派遣し診療支援を行う。 

イ 診療車による巡回診療を行う。 

週１回、診療車で無医地区へ医師、看護師を派遣し診療を行う。 

惣川地区   毎週月曜日 週１回 午後 

遊子川地区  毎週木曜日 週１回 午後 

（４）在宅診療に関すること 

在宅診療の充実を図り、在宅での看取りにも対応する。 

ア 訪問診療 

イ 訪問看護  24時間オンコールで対応する。 

  ウ 訪問リハビリ 

  （５）研修に関すること 

     ア 愛媛大学医学部地域医療・総合診療学講座 野村サテライトセンターで医学部学生の地域医療 

実習を行う 

       ・愛媛大学医学部５年生の実習 

    実習期間：１週間  年間約８０名 
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     イ 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる 

       ・自治医科大学附属病院 研修医 

       ・日本赤十字社 松山赤十字病院 研修医 

     ウ 愛媛大学医学部看護科 看護学生の地域医療実習受入 

  （６）施設機器設備整備（行政対応） 

     ア 野村診療所 

       ・医療機器 

        眼科 スリットランプ用小型フルハイビジョンカメラ一式 

     イ つくし苑 

       ・介護用機器 

        バリアフリー入浴用リフト 

（７）その他特記事項等 

     ア 在宅医療、介護との連携を強化し、地域でかかりつけ医としての機能を維持する。 

     イ 日常的な診療を総合的かつ継続的に行う。 

     ウ 地域内の特別養護老人ホームの嘱託医として診療を行うとともに、連携して施設での看取りを 

       行う。 

     エ 在宅支援機能を強化し、在宅介護の支援を行う。 

     オ 西予市民病院と連携して、治療から在宅まで一貫したケアを行う。 

 

 

８５ 君津市国保松丘診療所（令和７年４月１日開設 君津市から指定管理） 

（１）診療業務 

      外 来  年間患者数  ３，９１０人（一日平均 １７．０人） 

     訪問診療 年間件数     １８０件 

（２）その他特記事項 

ア 保健予防事業として特定健診・高齢者健康診査・予防接種等を行う 

イ 訪問診療を開始し、在宅医療の充実を図る 

 

 

８６ 遠隔画像診断支援事業 

  （１）遠隔画像診断件数   

年間計画件数 ６４，３００件（月平均５，４００件） 

３０施設の遠隔画像診断管理加算算定支援 

（２）施設機器設備整備  

     読影依頼・支援側端末 （購入） 

     読影依頼・送信側端末 （購入） 
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（３）へき地医療の支援に関すること 

     遠隔画像診断に基づく遠隔医療  

 

 

８７ 社宅等管理事業 

（１） 牛込ハウス 

     東京都新宿区原町２－２３ 

職員住宅 単身者用４戸 家族用６戸 計１０戸 

（２）赤羽ハウス 

     東京都北区赤羽台３－１７－３ 

職員住宅 単身者用１４戸 家族用２０戸 集会室２戸 計３６戸 

（３）岐阜マンション 

     岐阜県岐阜市橋本町２丁目５２番地 

職員住宅 家族用 ２戸 

（４）保育所（さくらんぼ保育園） 

     東京都北区赤羽台４丁目１８－１３ 

３階建て保育所（３０名程度の受入） 

（５）岐阜へき地医療支援センター及びシティ・タワー診療所 

岐阜県岐阜市橋本町２丁目５２番地 

     岐阜へき地医療支援センター 

     シティ・タワー診療所 

（６）北赤羽ハウス 

     東京都北区赤羽北３丁目１７－１０ 

看護師寮 単身者用１４戸 事務所１戸 計１５戸 

（７）北上野ハウス 

     東京都台東区北上野１丁目１１－１ 

看護師寮 単身者用１４戸 家族用５戸 事務所１戸 計２０戸 

（８）第１浦安ハウス 

千葉県浦安市当代島２丁目１２－３７ 

職員住宅 単身者用２１戸 家族用２６戸、保育所 計４７戸 

（９）第２浦安ハウス 

千葉県浦安市当代島１丁目２８－１９ 

職員住宅 単身者用７２戸 

（１０）第２北赤羽ハウス 

     東京都北区赤羽北３丁目８－５ 

職員住宅 単身者用３５戸 家族用５戸 計４０戸 
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  （１１）志摩マンション 

三重県志摩市磯部町的矢９３９番地１０２及び１６８ 

職員住宅 単身者用３戸 家族用１戸 計４戸 

  （１２）蔵前ハウス 

     東京都台東区蔵前４丁目３６番１３号 

     職員住宅 単身者用１０戸 家族用６戸 計１６戸 

（１３）浅草ハウス 

     東京都台東区浅草５丁目４－４ 

     職員住宅 単身者用８戸 家族用１戸 計９戸 

  （１４）練馬ハウス 

     東京都練馬区豊玉北４丁目３１番９号 

     職員住宅 単身者用１４戸 

 

 

１０ へき地等の医療を支援する病院等に勤務する看護師等を養成するための学校の運営事業等の養成事業

（公１－９） 

１ さいたま看護専門学校（平成２４年４月１日  開校）の運営 

（１）看護学校業務 

ア ３年制の看護専門学校とし、１学年４０人で平成２４年４月１日に開校（浦和） 

  令和７年４月１日に久喜市に移転し、１学年８０人体制になる。 

イ 募集枠 

（ア）総合型選抜試験 ５０名 

（イ）推薦入試    １０名 

（ウ）一般入試    １０名 

（エ）社会人入試   １０名    計８０名程度 

（２）学生寮（プリムラ）の運営 

入寮定員 男子学生 １９名 

女子学生 ５８名 

合  計 ７７名   （現在４２名） 

 

２ 奈良市立看護専門学校（平成２５年４月１日  開校）の運営 

  ア ３年制の看護専門学校とし、１学年４０人で平成２５年４月１日に開校 

   イ 奈良市から委託を受けて教務部門等の運営を行う。 

   ウ 主たる実習施設として協力する。 

   エ 校舎は当協会で建設し奈良市に無償貸与している。 

オ 備品、教材等については当協会が購入し、奈良市へ提供している。 
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第２ 法人会計 

１ 総会・理事会の開催 

２ 常務理事会の開催 

３ 総務委員会等の開催 

４ 各都道府県支部会議等の開催 

（１）都道府県支部会議 

（２）地方支部会議 

（３）支部長会議 

５ その他一般管理 
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各施設の年度別患者見込数一覧

R8年度
（予算）

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

R8年度
（予算）

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

R8年度
（予算）

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

通所リハ
定員

R8年度
（予算）

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

石岡第一病院 213 126 98.0 87.0 82.6 410.0 400.0 380.0

　　　歯科診療 1.2 2.0 1.5 30.0 28.0 30.0

　　　訪問（看護・リハ） 11.9 14.1 18.9

　　　ケアプラン作成 （月平均） 170 149 160.0

六合医療センター 9 無床 10.2 11.1 12.3

　　　歯科診療 21.0 21.2 22.3

　　　診療所（介護保険） 0.7 1.1 1.6

　　　ケアプラン作成 （月平均）

西伊豆町安良里診療所 9 無床 84.5 91.5 95.0

　　　診療所（介護保険） 1.2 2.6 3.2

揖斐郡北西部地域医療センター 80 無床 22.1 23.9 25.5 59 55.5 56.0 55.7 30 19.5 20.0 20.0

　　　診療所（介護保険） 6.2 4.9 5.5

　　　訪問介護 5.8 6.7 7.5

　　　ケアプラン作成 （月平均） 69.3 72.5 78.6

東通村保健福祉センター 19 24.0 24.0 24.0

　　　ケアプラン作成 （月平均） 215.0 228.0 228.0

6 白糠診療所 無床 8.0 7.5 10.4

西伊豆町田子診療所 8 無床 46.0 44.6 47.0

　　　診療所（介護保険） 1.0 1.0 1.0

　　　訪問リハビリテーション 1.6 1.3 2.0

公立丹南病院 331 179 108.0 115.0 118.0 516.1 522.4 534.4 45 32.0 33.0 27.0

　　　訪問看護ステーション 16.1 18.4 20.2

　　　訪問リハビリテーション 1.0 0.7

　　　ケアプラン作成 （月平均） 118.0 116.0 116.7

日光市民病院 82 100 76.0 78 80.3 110.0 105.0 105.0

　　　病院（介護保険）

磐梯町保健医療福祉センター 110 19 16.0 15.5 15.0 56.0 56.0 58.0 100 95.0 95.0 95.0 20 16.0 16.0 15.0

　　　歯科診療 15.0 15.0 15.0

　　　診療所（介護保険） 29.0 29.8 12.0

　　　通所介護 22.0 22.0 25.0

　　　ケアプラン作成 （月平均） 65.0 65.0 80.0

東通村診療所 33 19 9.8 11 10.7 61.0 64.0 67.0

　　　診療所（介護保険） 86.6 78.2 90.0

12 奥日光診療所 無床 8.5 8.2 8.7

13 伊東市民病院 339 186 175.0 172.0 195.0 410.0 405.0 420.0

揖斐川町春日診療所 6 無床 20.0 19.5 19.7

　　　診療所（介護保険） 2.9 3.2 0.6

西吾妻福祉病院 143 74 52.5 58.2 51.8 95.0 100.0 105.0 35 21.5 26

　　　訪問（看護・リハ） 40.0 41.0 65.0

　　　ケアプラン作成 （月平均） 33.0 27.0 33.0

介護老人保健施設　にっこう 27 50 46.5 48.0 47.5 20 16.5 17.0 15.8

　　　ケアプラン作成 （月平均） 20.4

17 横須賀市立総合医療センター 793 417 342.3 319.0 268.5 612.0 515.0 485.9

湯沢町保健医療センター 107 40 20.4 61.5 61.7 116.5 136.1 138.8

       歯科診療 34.2 39.4 39.8

　　　病院（介護保険） 2.2 2.3 1.9

19 加賀地域医療支援センター 11 60.0 59.5

東通村介護老人保健施設のはなしょうぶ 38 54 52.0 48.5 48.5 30 21.5 18.5 18.5

　　　訪問リハビリテーション 52.0 65.0 65.0

公設宮代福祉医療センター 64 19 4.5 6.5 107.0 107.0 108.0 80 72.4 71.5 71.5 50 21.0 35.0 37.2

　　　訪問リハビリテーション 5.1 6.1 5.5

　　　ケアプラン作成 （月平均） 37.5 86.1 88.0

市立恵那病院 348 161 114.0 119.0 125.0 285.0 288.0 285.0 40 21.3 26.1 27.5

　　　訪問看護 35.0 36.3 30.0

東京北医療センター　介護老人保健施設さくらの杜 66 100 95.0 93.5 93.5 60 30.0 31.5 33.0

　　　ケアプラン作成 （月平均） 45.8 41.6 41.6

24 東京北医療センター 729 351 308.9 310.8 316.8 736.9 726.9 739.3

25 市立奈良病院 659 320 279.0 290.4 290.0 739.8 680.9 680.0

公立黒川病院 217 170 127.3 117.9 121.2 181.5 182.5 216.0

　　　病院（介護保険） 33.0 54.0 56.3

27 いなずさ診療所 6 無床 23.7 21.9 23.6

28 介護老人保健施設みはらし 69 125 113.0 113.0 113.0 30 25.0 25.0 25.0

村立東海病院 155 80 64.5 65.0 65.0 220.0 210.0 210.0 16 8.0 7.0 5.0

　訪問看護 2.9 2.5

地域包括ケアセンターいぶき 64 無床 75.2 77.8 79.5 60 56.0 56.0 56.0 25 19.0 19.0 19.0

　　　診療所（介護保険） 4.7 4.8 4.7

　　　訪問（看護・リハ） 5.6 4.9 6.6

　　　ケアプラン作成 （月平均） 90.0 90.0 130.0

おおい町保健・医療・福祉総合施設 61 19 7.5 8 8.1 51.0 51.0 48.1 50 44.0 43.0 42.0 40 27.0 30.0 28.0

　　　グループホーム 9

　　　訪問（看護・リハ） 1.6 0.9 1.1

志摩地域医療福祉センター 85 36.0 38.0 38.0 100 97.0 95.2 93.8 40 34.3 34.7 30.5

　　　訪問リハ 5.2 5.6 5.5

飯塚市立病院 421 250 213.3 211.7 201.6 326.5 342.1 339.7

　　　病院（介護保険） 0.5 0.6 0.6

34 市立大村市民病院 385 212 191.2 194.5 190.9 286.3 293.0 301.1

35 奈良市立柳生診療所 3 無床 16.0 16.0 17.1

36 奈良市立田原診療所 1 無床 7.2 6.2 8.2

上野原市立病院 175 135 78.0 76.0 72.0 285.0 289.0 288.0

　　　病院（介護保険） 19.0 14.4 13.6

台東区立台東病院・台東区立老人保健施設千束 243 120 108.8 92.6 106.9 179.5 174.6 200.0 150 125.1 123.6 139.3 50 37.7 40.0 40.0

　　　訪問（看護・リハ）

　　　ケアプラン作成 （月平均） 38.8 32.0 31.1

山北町立山北診療所 1 無床 12.8 13.5 12.3

　　　診療所（介護保険）

40 東京ベイ・浦安市川医療センター 842 344 314.2 309.4 307.8 513.8 514.8 512.0

41 横須賀市立市民病院 349 245 169.7 213.0 203.0 325.2 398.2 395.4

42 上河津診療所 5 無床 30.6 30.4 29.1

31

32

33

37

38

39

8

9

30

11

14

15

16

18

20

21

22

23

26

10

29

一日平均在宅サービス利用者数（人）

1

2

一日平均入院患者数（人） 一日平均外来患者数（人）〈注２〉

施　　設　　名　　等

職員数
（人）

R8.2.1現
在〈注１〉

稼働病床
数（床）

老健定員
〈注３〉

一日平均入所者数（人）〈注４〉

4

5

7

3
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各施設の年度別患者見込数一覧

R8年度
（予算）

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

R8年度
（予算）

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

R8年度
（予算）

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

通所リハ
定員

R8年度
（予算）

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

一日平均在宅サービス利用者数（人）一日平均入院患者数（人） 一日平均外来患者数（人）〈注２〉

施　　設　　名　　等

職員数
（人）

R8.2.1現
在〈注１〉

稼働病床
数（床）

老健定員
〈注３〉

一日平均入所者数（人）〈注４〉

シティ・タワー診療所 18 無床 219.0 40.8 37.9

　　　診療所（介護保険） 1.1 8.0 8.0

44 奈良市立月ヶ瀬診療所 4 無床 16.0 19.7 18.9

45 奈良市立都祁診療所 11 無床 48.0 43.7 41.0

46 明日香村国民健康保険診療所 9 無床 31.5 35.0 32.0

伊豆今井浜病院 139 100 70.5 65.7 73.0 201.4 203.1 207.8

　　　訪問看護 13.8 8 7.5

関市国民健康保険津保川診療所 8 無床 27.0 28.0 34.0

　　　診療所（介護保険） 0.4 0.6 0.8

十勝いけだ地域医療センター 102 60 40.0 38.0 37.0 120.0 120.0 120.0 29 28.0 28 27.7 15 8.0 8.0 8.0

　　　訪問（看護・リハ） 31.8 31.5 28.5

　　　ケアプラン作成 （月平均） 50.0 50.0 50.0

女川町地域医療センター 109 15 12.0 11.0 11.0 92.1 94.9 94.0 80 77.0 77.0 77.0 40 26.5 25.0 23.0

　　　訪問（看護・リハ） 14.5 13.0 13.0

　　　ケアプラン作成 （月平均） 75.0 65.0 65.0

51 三重県立志摩病院 285 276 170.0 179.9 180.4 240.0 238.5 261.5

52 与那国町診療所 7 無床 19.5 23.0

53 練馬光が丘病院 923 457 410.4 405.2 395.0 808.0 795.0 760.0

越前町国民健康保険織田病院 132 55 48.8 48.5 48.5 177.4 180.0 175.0

　　　病院（介護保険） 29.1 106.0 50.8

　　　ケアプラン作成 （月平均） 85.0 85.0 85.0

55 公立久米島病院 62 40 26.1 27.5 27.0 174.0 183.9 188.6

　　訪問(看護･リハ) 5.5 5.9 8.4

56 嬬恋村国民健康保険診療所 7 無床 35.5 36.0 37.6

57 伊豆下田診療所 8 無床 24.0 25.7 27.9

真鶴町国民健康保険診療所 24 無床 41.0 45.0 45.0

　　　診療所（介護保険） 32.9 25.8 23.2

59 今泉記念館ゆきあかり診療所 6 無床 36.5 35.0 36.5

六ヶ所村医療センター 78 19 12.5 12.8 12.5 116.0 117.0 115.0 29 28.0 28.0 28.0 25 18.6 18.3 17.3

　　　歯科診療 12.5 12.5

　　　訪問看護 90.0 100.0 100.0

61 戸田診療所 7 無床 58.4 54.5 54.4

西浅井地区診療所 13 無床 53.0 49.0 61.0

　　　診療所（介護保険） 8.5 7.7 7.7

揖斐川町谷汲中央診療所 5 無床 23.3 22.0 25.2

　　　診療所（介護保険） 4.2 3.3 3.3

米原市地域包括医療福祉センター 55 無床 98.0 86.0 85.0 9 13.0 11.1 11.1

　　　診療所（介護保険） 24.5 25.5 25.0

65 介護老人保健施設市川ゆうゆう 64 150 130.0 137.0 135.0 20 20.0 18.0 15.0

鳥羽市立長岡診療所 3 無床 14.8 14.9 15.5

　　　診療所（介護保険） 3.1 2.0 2.9

67 竹富町立黒島診療所 2 無床 6.1 6.8 6.6

68 奈良市立興東診療所 2 無床 4.8 4.8 5.8

69 日光市立小来川診療所 無床 7.8 6.5 6.2

70 恵那市国民健康保険山岡診療所 4 無床 26.5 28.0 26.5

71 千早赤阪村国民健康保険診療所(R6年度で閉鎖) 無床 11.6

72 国頭村立東部へき地診療所(R6年度で閉鎖) 無床 5.2

73 恵那市介護老人保健施設ひまわり 40 95 85.0 85.0 85.0 15 13.2 13.2 13.2

74 介護老人保健施設富谷の郷 48 100 94.0 95.0 98.0 25 13.0 13.0 20.0

75 あま市民病院 245 180 152.0 157 151.5 230.0 243.1 220.0

　　歯科診療 3.0 3 3.0 20.0 20.0 30.0

　　　病院（介護保険） 2.4 3.5 3.0

76 古里診療所 4 無床 20.0 27.0 31.0

77 君津市小櫃診療所 5 無床 19.9 17.0 18.0

78 おきたまフラワークリニック 5 無床 29.5 29.5 28.5

79 竹富町立竹富診療所 2 無床 7.0 9.2 9.0

80 とくぢ地域医療センター 6 無床 46.8 41.7 45.0

　　訪問(看護･リハ) 2.7 0.6 0.4

81 豊頃町立豊頃医院 4 無床 24.5 24.5 23.0

82 介護老人保健施設あやがわ 41 60 56.4 56 55.2 25 18.0 17 16.8

83 志摩市立浜島診療所 7 無床 27.0 34.3 32.1

　　訪問(看護･リハ) 3.7 2 2.9

84 有田市立病院 170 141 76.1 92.6 110.0 220.0 260.0 260.0

　　　訪問看護 50.0 47 42.2

85 いびがわ診療所 28 70.0 48.0 34.7

　　診療所(介護保険) 10.7 6 2.2

86 西予市民病院 226 111 71.1 96 146.7 159.0

87 野村地域医療センター 131.0 111.0 100 88.6 93 35 21.1 22

　　診療所(介護保険) 10.2 11

88 君津市国保松丘診療所 4 17.0 16.3

　  　合　　　　　　　計 10,228 5,040 3,968 4,069 3,949 10,847 10,709 10,512 1,580 1,439 1,442 1,362 740 2,350 2,485 2,470

〈注１〉「職員数（人）R8.2.1現在」は、正職員、臨時職員（非常勤職員を含まない）

〈注２〉「一日平均外来患者数」には往診・訪問診療を含む。

〈注３〉入所と短期の定員の合計を老健定員として示した。

〈注４〉「一日平均入所者数」には、入所者数の他に短期入所者数を含む。
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